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文

担、田tfl日跡調査事務所は本年度第 2次 5カ年計画の第4年次として、第46次~

まで7地誌の調査を実施いたしました。この内訳は、現状変更届出に伴う調査が3、学術調査

が4であります。

払出 i;lnr跡環境整備事業に対応する 内郭

線築地土塀の東端と内郭東門跡の検出、第三に内郭線角材亨IJの位器確認と実態の把握、第四に

現状変更届出に伴つ事前調査を遂行することなどであります。第-の調査は第47次発掘調交と

して実施し、西脇殿跡・西前殿跡・政庁西門跡などの掘立柱建物群を検出し、西jllを画する板j堺

の確認など多大な成果をあげ.ることができました。第二については第48次発掘調査として

し、すでに完全破壊されていることがわかりました。第三については第51次発掘調査として内

郭線角材列を検出し、はほ、子想どおりの成果をあげ'ることができました。第 2次 5カ

あります内・外郭線の位置確認調査は本年度をもって完了することができました。

今、ここに本年度の発掘調査概要をまとめ当事務所の年報として刊行することになりました

が、これが今後の考古学の研究上は勿論のこと遺跡保存の一助となれば幸いでありま

なお、調査研究にあたりまして、顧問秋田大学教授新野直吉氏、文化庁記念物課・奈良

文化財研究所・国立歴史民俗博物館・宮城県多賀城跡調査研究所より御指導・御助言を賜わり

心から感謝申し上げるとともに管理団体仙北町・司教育委員会、千畑村・同教育委員会および、

土地所有者・作業員の皆様の御協力に対しまして厚く御礼申し上げます。

昭和58年 3月31日

秋田県教

教育長

会

山

口貝

1
3

長
女

i
E

芳 良日
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寸「

第 4

は、
J-
令ノ
」

務リ

とし、

あたり、次のとおり執筆分担し、

1 ・3 ・4節、 第7同・・

む2

と あたづた。

した。

第 3章、第 4章第 2節、第 6章、第 9同一

第 4章第 2節、第 5章、第 8同一一-

よび整理作業・概要作成にあたって、下記の方々から御i命力をいただいた。

-茂木福太郎.1安藤降来月ー.杉沢孝支・菅原育包助・大)11徳治・

-森JlI周右ヱ門・越後谷哲也・熊谷道宏・菊地一良・熊谷

・新田光晴・小松みどり

控理作業員 高倍厚子・長洲優子・戸沢典子・渋谷志・高橋れい子・熊谷安・

-高柳良子・新田律子・大)11貞子・佐々木京子・森)11照子・風登絹子

土地所有者 後藤堅治・後藤和夫・戸沢龍悦・森)11停泊郎・後藤哲雄・後藤多市・池田ミ

協力 高梨正進会第九支部(代表 後藤八郎)・後藤清治

木簡の釈文については、国立歴史民俗博物館助教授平日|南氏にお願いし、

御教示いただいた。

木簡の釈文、絵馬の判読については、奈良国立文化財研究所長坪井清足氏、同文部技官佐

ら、御教示いただいた。

5 緑粕陶器の年代については、国学院大学助教授吉田恵三氏から桂[J教示いただいた。

6 櫨子の同定については、秋田県立大出農業高等学校教諭藤原陸夫氏、東北農業試験場作物

第3研究室主任研究官佐藤陽一氏にお願いし、御教示いただいた。

7 土色の記載については、小山正忠・竹原秀雄編著『新版 標準土色rlJ占.JJ (1976・9)を参

考にした0

8 突~ftiJ 図は、国土調査法第 X座標系を基準に作成した。詳細は『払田柵跡調査事務所年報19

77.JJを参照されたい。

11 
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第 1章はじめに

在日桶跡は秋田県{lJI北部{l1I北町;}Llfl.刊 m村本堂城廻にある。 遺跡は雄物川の川u或に近い

大rt!l市の東方約 6km、横手盆地北iWJの{山北平野中央部に位置し、

を中心として、北側の烏JII・矢島)11.南側の丸子JII(鞠子川)に閉まれたが11村地にある。

1906年 (1明治 5)頃から開始された高架村耕地笠理事業の際発見された埋木が、地元の後藤

-藤井二束品の努力によって歴史的遺産と理解され 遺跡解明の糸口カ判初サした。1930年(昭

和 5) 3 月後 iJ~i宙外が調査を実地し、さらに同年10 月文部省 l嘱託 !:-.FFI 三千によって

おこなわれて遺跡の輪郭が明らかにされた。この結果に基づき、 1931年(昭和]6) 3月30日付

けで国指定史跡となり現在に至づている。

1970年(昭和45)代になって、指定地域内外の開発計闘が立案された。そこで秋田

員会は地元{IJI北町と協議の上 この重要遺跡を保護するため基礎調交を実施して遺跡の実態を

把隠することを目的に、 1974年(昭和49)現地に「秋B3県在、凹l;llIt跡調査事務所一j を設置し、本

格的な発掘調査を開始した。さいわい、地元官埋団体仙

により、史跡指定地内は開発計画から除外された。

局および地域の人々の ~~t ¥， -dHlf拝

現在は「払田flHr跡発掘調査要項」の第 2次 5カ 基づいて計画的に を し

ている。当払田柵跡調査事務所が設置されてからの調査成果を要約すると次のとおりである

史跡は長森を中心とする内郭(線)と、長森・真山を含む外郭(線)に固まれているつ内草[i

は東西770m、南北320111の長桔円形で延長約l.76l叩であり、外郭は東西l、370m、南北川Omの

で延長約3.6km、面積およそ87万5千111'である。外郭線は角材列が一手Ijにならび、

西・南・北に八脚flEJがつく。内郭線は築地土塀(東・西・南の山麓)と角材列(北の混地)が

連なり、南・北に八開l門がつく。これら内郭の門は新IEI2 I時期jある。外郭南門・内郭南門延長

上の長森丘陵上に政庁がある。政庁は東西63m(210尺)、南北81111(270尺)の板t)~' で区画され、

-西・南に門がついている。板t堺の中には正殿・束脇殿・西脇殿が配置され、これらの遺構

は6時期あり、主要建物の基本的配置は 6期通じて一真していて、政治的機能を果していた

所ーと考えられる。政庁の南側板塀に接するように束前殿・西前殿がある。

には、土師器・ 5頁恵、器・緑租陶器があり、ほかに木簡・墨書土器・ j専などがある。木

簡には「飽海郡隊長解.申請J 火大根二石二斗八升J 1"嘉祥二年正月ト日」など文書・貢進

様木簡がある。墨書土器には「慨悔J 1"厨」

管理団体仙北町は1979年(昭和54)から

「缶舎J 1"文」などがある。

よる で、ある内草山也

域の土地買上げ事ー業を進めており、 1982年(昭和57)からは環境整備事-業を開始している。

- 1 



第 2章調査計画と実績

Bf(和57年!支の 1.}1、田i:fm跡発掘調査要項」に基づく、第 2次5カ年計調の第 4

にあたる。さいわい については秋田県 どおりの 内示(

田村nt跡発掘調1，300万円のうち、国庫補助額650万円)を得たので、次のような

を立案した。

第 i表発掘調査計関表

部i 査 f也 区 調査期 間

外
(払郭回字森西合) 50m' 4 月 20 日 ~5 月 10 日

政 庁(払田地字区長森西) 部 I 1，750m' I 5 月 11 日 ~6 月 30 日

内 車[5
600m' 7 月 1 日 ~8 月 31 日

(1];田

オく 斗k

長)
300m' 9 月 1 日 ~10 月 20 日

音1)
100m' 10 月 21 日 ~10 月 30 日

200m' 11 月 1 日 ~11 月 30 日
水'仁1-;

6 I也 区 3.000m' 

担、田十!Ht跡の環境整備事業が昭和57年度から開始され、政庁地区の整備事業が来年度から

される見通しとなってきた。このため政庁域の西部建物群および西部区画施設の有無と

認をする必要が出てきたため、第47次発摺調査として実施した。第48次発掘調査は昨年度貿収・

家屋移転となった地点であり、内郭様築地土塀の東端地点にあたる一帯である。本調査は内郭線

と内草[i東門跡の検出をめざしたが、開墾による破壊が著しく、痕跡をとどめていなかった。

今回の調査地区内には内郭東門跡が存在していなかったと断定した。第49次発掘調査は通称

「ホイドスズ」地点である。本調査は、最近水田の開墾により範囲が挟くなり荒廃が若しくな

ってきたことなどから、長森北部地区の調査の起点として実砲した。当地点は木簡の出土場所

ワム
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として知られており慎重

することにした。

1寸手IJ

できなかったが、ボーリン

第 47次

第 48次 内郭東部 (払田

員~ 49 ;k 長森北部 ( tL¥田

第 50次 外車li西部 (1L田

第 2章調査計l固と実説;

されるため、 となったu主点で調査を ~:[~司法

沿うて した、内羽市jl角

の本諾を得ることができず、一部発掘

よりほぼ目的を

ぎのとおりである。

ることカtで、きたの

2 発掘調査実績表

区 発掘面積 訴l JtJJ i出

88m' 
4月2El ~ 4丹7日
4 月 15 日 ~4 丹 26 日

1，18011γ 4 月 26 日 ~10 月 16 日

420m' 9 月 7 日 ~9 月 22 日

110m' I 10 月 12 日~12月6日

142m' 11 月 24 日~ 12月11日

第 51次 内草1:¥椋北部(払田字百目木・森合) 110m' 10 月 27 日 ~12 月 9 日

第 52:j( 外車li西部 (.tL田字森1I1奇) 9111 I 9 月 20 日 ~9 月 29 日

7 地 IR 2，059m' 

なお、 を通し した。

- 3 -



第 3章第46次発掘調査

第 1鮪調査経過 (第 2図、関版 1) 

管理団体である{山北町.あてに、昭和56年 8月27

日付で仙北部高梨土地改良区理事長大野清栄氏よ

り土地改良事業(現況水路を舗装水路とする)を

理由とした現状変更許可申請書が提出された。 I事

秋田県教育委員会を経由して、昭和56年 9

月22日付秋教文収第 528号をもって文化庁へ進達

された。

これに対し、文化庁から申請者あてに昭和田年

11月6日付委保第4の902号をもって「①掘削を

伴う部分については、秋田県教育委員会が実施す

第2図 第46次発掘調査地形図

る発掘調査終了後工事に着手すること。②調査の結果、重要な遺構等が発見された場合は文化

と協議の上、計画を変更し、遺構の保存を図ること。③その他、実施に当たっては、秋田県

会の指示を受けることd との通知があった。

通知を受けた仙北郡高梨土地改良区より、昭和57年 3月26日付仙高土改発第 9号をもって発

掘調査担当依頼が当事務所に提出され、これを受けた当事務所では昭和57年4月6日付秋教払

収第 1号をもって埋蔵文化財緊急発掘調査として「土地改良事業に伴う発掘調査の担当」を承

る旨、 111!北部高梨土地改良区理事長大野清栄氏に回答し、「第46次発掘調査j として実施す

ることにしfこ。

4月2日に基準点移動及び基準杭の設置を行い、現状変更申請地面積93m2を対象とした発掘

を開始した。新規水路設定コース内に水路計画中心線をセンターとする幅 1.2mのトレン

チを設定し、長短にかかわらず北から南(上流から下流)へA~F トレンチとした。 4 月 19 日

から検出した 5遺構の実iWJ.写真撮影を行い、 27日に調査区の平板測量、 28日に調査区最終写

を行って調査を完了した。

2節発見遺構 (第 3-5図、図版2) 

おいては、溝3・河道 1・その他lの5遺構を発見した。以下遺構の説明を行う。

- 4 
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A一一一一 ト1:3465m一一一-A

一一

σコ

3 オリーブH;~ 色二仁 (5 Y%) 

6 オリー7"黒色了i二(5GY7'I) 7 オリ巳ブ黒色ごL(5Y%) 8 オリーブ虫色(Jt1f!l二上(7.5Y:ぢ 9 オリーブ色 Y

11 黒褐色土(2.5YJi) 12 県掲色土(lOYR%) 13 黒潟色土(2.5Y'j.fl

第4密 S D471 • S X472 • S D473実測鴎
日一一一ー H 34.70町一一一-8'

1 黒褐色ゴニ(lOYR%) 

2 議褐色土(7.5YRJi) 

3 褐色土 (7.5Y R%) 

4 11音褐色土(lOYR%) 

第5毘 S L470東壁土層図



S 0471 溝跡

Fトレンチ内において{寅出した

第:3主 &[\46二大発1!:t\~1Ii] 1t

c:mである。

主Ë る ?ì1制高;である。 j二[師 1IIIf~1.17111 、底 Ffrîll垢 20c: rn 、深さ 40

であることから水の ~flULかーあったと忠わ

とは考宇えにくく、古代のj立構である可能性が強

オリーブ黒

れる。 掘形の仕事は非常に

¥"と忠わtLる。

S 0473溝跡

Fトレンチ内において検出した東西に走る溝跡である。 ヒ面 IIJ {Jj3.25m 、底 r~rî1 .57 m、深さ 35

Cl11で、理二!二中下位より土師器 )-7 ・ ;1~i 忠器}='，-・加工の痕 hl亦がl明 11奈である村木等がH'，土している。

覆土中に植物遺体が多量に認められることから、水の流lLカミあゥたと忠われる。

S 0474溝跡

Fトレンチi者端において検出した南東から北西に走る治跡であるつ上HiIIIJtIi40cm、民IfriIIJf:，¥35C:1ll、

深さ16c:rnである。 j!I代の!日道!協排水跡である。

Sし470河道跡

A トレンチ内において検出した東西に走る河道跡である。上面IIJlj~ 4.1 m以上(南端未確認の

ため)、底由illJ届1.5m、深さ から土師器片が出土している。 ヰ!の1'11'(物遺体のj佐

積が認められるため、古代の河道跡と忠われる c

S X472 

Fトレンチ内において検出した不整形遺構で、確認できる

j菜さ35crnである。

第3節出土遺物 (第 6図)

A トレンチ(S L 470含む)25点、 Bトレ

ンチ13点、 Eトレンチ 6点、 Fトレンチ内 SD 473 

中2点の計46点である。大半が土師器・須恵器の小破)十

で、復原図不可能な遺物はわずか 3点であった。

lは土師器杯の底部破片である。底部切り離しは

転糸切り無調整である。胎土は砂粒及び白色粒子を

粗雑で、ある。焼成は普通で、色調は内外面共に灰白色であ

る。 2は土師器杯の底部破片である。蔵部切り離しは

転糸切り無調整である 品、土は砂粒及ぴ白色粒子を

が赦密である。焼成は普通で、、色調は内外面共に灰白色

- 7 -
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払田柵跡調査事務所年報1982

である。 3は土師器鉢の底部破片である。底部切り離しは右回転糸切り

小喫・砂粒及び白色粒子を含み宅rU~tである 焼成は良好で 色調は外面がにい

が灰白色である。

るハ胎土は

内面i

第ヰ節小 結

申請地は内部角材亨Ijと築地の接点にあたると忠われる場所で、 F'ヨ車[)西

もあるため…[-分に留意して調査を行った。

一
一
に
ト
ー
小

りさらに京を走ゥていることが判明したため、

ると思われる。

村列と築地の接点及び内享[i西門は長森!王

されているため内郭西門跡を検

出することができなかづたが、 SD471・473?奇跡は古代の遺構である可能性が強く、今後への

手がかりを得ることができたといえる S D471 ・ 473?~奇跡は ほぼ東西に走行しているため長

麓と直角に位置しており、 SD 473溝湖、の検出状態及び、出土遺物をも併せ考えてみる

と極めて至近の位置に古代の施設の存在がうかがえる。内郭西i可制;の推定位置には、

裾の比較的平坦な所を切り開し 1でつくられたl町道があり、この町道周辺の調査を今後行うこと

によって解明できるであろう。

- 8 



第4章第47次発掘調査

第 i節調査経過 (第 7図、図版 3) 

仙北II汀払田 ，180m'を対象とした。当 発J回調査

は東iP，1J3分の2程度完了してお 1)、西側 ついては後妊に践すことを基本に考えていた。

ところカヘ

会で政庁域西側の板l)J{. 

は、第一に政庁域東部の調査

を実施することが;)~定し、 政!斤庁1~ がが、 1粍5でだ{備!荷首 Z手事J';ι -I;~ : 

!月l出5日に|開開羽羽f催(

をすペきであることがが、J指白f布拡楠~;氏出';ij さ jれL た η そ

として実施した。本調交の目 (l~)

された建物群が対柏;形の位置に存配するか百か、第二に従

った部分について西側で再度確認しておくことである。このように

聞は部分的、敢少限度の調去にとどめることであった。

4月26日から

村:などを行う。 28日から

ド第 l 層からね汗lHJmJf~土器を

-テント設営・ベルトコンベアーの/;(

5月6日からグリソド杭I里設を開始した。 1T02グ1) いノ

器形からみて、在、田H目跡の最終年代を想定させる資料とな

りそうである。 18日から 1S . 1 T06~08にかけて黒褐色土が認められた内調査地区間IFiji で黒

褐色土がみつかったことは地形全体を見なおさねばならないことであるつ古地!巳を復原すれば、

に谷が入っていたことになり、この谷を埋めるように第 1次盛土佐地層が存在して

いるのではないか c したがって、本調査区の西側一帯は何らかの施設があることを予想させる

20 日間前殿跡・板JJ}!~跡の実iHIJ に入るため還り方設定を開始した。 22 日 S D 144・244の西端コー

ナーがSX 529によって切られていることがわかった。 27日西前!段建物周辺は1[1八時十EI内1と鎮

守の森の様相を保っていた場所であったらし¥-)0 表土を争IJくとすく地山に達し、古代包含隔は

すでに失われている。神社や杉の伐採・伐恨などによる破壊が想像以上に大きいものであるこ

とがわかる。 28日宮城学院女子大学助教技工藤雅樹氏、秋田市立城東仁!こ1学校 1年生が来跡。

29日JC05・06グリッド遺構確認而からj専がまとまって出土o 6月4日間)j高!段周辺の表J二争IJぎ

を完了したが遺構を検出できない。第 2次大戦前まで行われていた馬力競争のコース・地設設

置により破壊きれた跡が出てくる。ここでも古代包含層がすでに失なわれている。西側区画施

設である SD 481と正殿北側の東西を走る SD 139・SD 14.3の接点周辺を

された(底的トがみつかり SX 524とした。 SX524・529はi可 1月の同じ

したところ、 1iJ~

る。 14日西側の板:[，併SD 481が 2~ 3条のよつであり 東側の SD 123とは異なる状況のよう



.j'1-&1持i/跡調査事務所年報1982

である。 22日政庁間P1EJ・西脇殿は、第 1次

のなかに泣営したものであり、

• tnH形・伐さ穴・柱痕の切合い、重

復関係がつかめずこ苫労の連続である。 30日

西脇足立第VI期建物が見えてきた。第 I~V

期建物はほとんど同一位置での建替えのよ

うであり、東脇殿と共通していることがわ

かる。 7月6日火山灰が多量に入づている

土墳があり、 SK489・511・512などはと

くに多い。 J宣間の切合いや火山灰を介在

とする遺物の取上げには慎重を要した。 8

日文化庁記念物課桑原滋郎氏来跡。 15日S

D 481 i蒜と平行する SD 483溝が一番新し

い溝であるらしい。 SD 483が板塀か否か、

S B 501に対応するものか否かなど検討し

ながらの調査は、なかなか進展せずむずか

しし'017日SK 514より、 19日SK 515よ

り、土問i器杯形土器の内面に泣き付着各 1点

27日当事務所顧問新野直吉秋田大学 第7図第47次発揮調査地形図

教技来跡。第16回顧問会議を開き、現地指導をいただいた。 8月3日常陸宮殿下・同妃殿下御

、政の発掘現場を一巡され御説明申し上げると共に、御下問に対し、お答え申し上げた 0

6日SD 144 A . Bと火山氏が堆積している SK 489が重複し、土墳が古く確認されたので火

山灰の降下年代と遺構年代を推測する手がかりとなった。 19日東北学院大学教授伊東信雄先生

来跡。 23日政城の北西隅でSD 481とSD 187が直結していることを確認。 24日国立歴史民

俗博物館助教授阿部義平氏来跡。 28日政庁西門が211寺期の造営と確定。同日午後3時、

の現地説明会を開催、参加者約50名であった。 9月7日前殿から写真撮影を開始し、 29日まで

かかる。途中17日から、撮影済の建物から柱穴立割りを開始した。 30日西前殿の柱穴立割と図

面上での復原作業を行ったが、実証不十分な建物については南妻側柱列をも発掘することにし

た。 10月2日文化庁記念物課黒崎直氏来跡。 6日までに西前殿・西脇殿の造営回数について見

通しを得た。 13日SD481・482について精査を

日機械力を導入して埋戻しすることにして、

- 10-

。16日までに柱穴内の埋戻しを完了し、後

を終了した。
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E
円
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(第 8図)発見遺構第 2節

E
D由
円

寸

ヱ

おいて、建物跡14、十跡2、議跡15、

その他20の計71遺捕を績出した。l 焼二仁i宣構 l、

について述べた後、西前殿、と第 1

西日出殿、政庁間門、板i訴を中心として地域ごとに分け、関連

とともに説明したい。
色n
Cコ

(第 9図)基本層位と第 1次盛土整地層

観察から基本的に 4層に分j主跡の層位は.]Aライン

けられた。第 l層は古代以降、 .iB::.現代までに掘り返しゃ盛

であ土された撹乱層である。第 2層

るが、部分的に撹-乱を受けている。第 3層は第 1次!謀土整地

であ層で、古代の版築技法による胤土整地地業(S X 546 ) 

この整地層は西側調査区外に延びており、政庁域また、る。

外西部にも遺構の存在が考えられる。第4層は JA06附近か

、
、1s
'
/
i
 

ち込みに自然堆積したら西へ傾斜していく

えられる。黒褐古代における地山的性質のものであったと

円
バ
「
ト
トの上層からは縄文土器が出土している。第 5層は、

( S X546) 褐色粘質土の地山である。次に第 1

についてふれておく。第12次発掘調査では、政庁域北東側で

( S X 176) を発見している。本調査では SX546 

さなどの調査はできなかったが、 SX546 について、

S X546に SD 144・の東iftljの輪郭線をつかむことができた。

川
H
H什

口
H
ハ
，冷1
l
t

レい
、

244の西端から、西脇殿の西側 3分の 2程度を

とみS X 546とSX 176は同時期帯におよんでいる。

S X 546の西側は おそらくかなり広範なすことができる。

えてみると政庁域外西部このように困にわたるであろう。

の平坦地には、何らかの遺構群が予想されることとなった。

(第10-15図、図版4・5) 

本調査地域では、建物5、溝 5、土墳 9、その他6を検出

した。

12 -
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第10図西前殿跡

(1) 建物跡 (第10-12図、図版4・5) 

西脇殿跡の南側に位置する東西棟の掘立柱建物

跡で柱穴の切合い関係から第 I期~第V期ま

5期を設定した。

S 8540建物 〔第 I期〕 東西棟桁行 7間×

梁行2間の掴立柱建物跡、である。柱穴は北側柱の

一部と東妻側柱列、南側柱列を発見した。復原し

た柱間平均距離は、桁行15.9m(東から2.7十2.7

十2.4+1.95十2.1+1.9何5+2.11叫1

から3.3+3.3m)でで、あ iリ)討計a画尺による桁行5日3尺(

G 

第 4 第47次発fltll調子t

ート

+IR 

十!日

。十IP

H42.2 日 m一一~

一一一一一一一'1.r.:2 S B 5'Jl B 
〔与tml1lJJJ

-1 S B5-11 A 
(節目!引/

東から 9十 9+ 8十6.5十 7+6.5十 7尺)、梁行22 第11図 S 8541 10柱立割

尺(北から 11 卜 11尺)であると思われる。 1 尺は平均30.0cmである。柱掘 }f~は、直径40~64cm

のほほ河形を呈し、埋土は炭化物(2%) を含む明褐色土である。柱痕跡は、直径:20cmで炭化

物 (10%) を含む明褐色土である。

S 8541 A建物 〔第II期) 東西棟桁行7間×梁行4聞で、南北に闘をもっ揃立柱建物跡

であろう。身舎と!和掘形の一部を確認した。柱掘形はほぼ、円形を る。*Iffi!_土は炭化物(1 ?/a) 

- 13 
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を含む日月褐色土である。建物規模は

S B 541 B建物(第III期)と重複し

ているため同規模であろう。

S B541 B建物 〔第III期〕

A A 

西棟桁行7間× で、 南北に

)布をもっJ昂立柱建物跡である。柱間

平均距離は、桁行13.8111 (東から 2
A-一一

1十 1.95+ 1.95 + 1.95-ト2.1十1.95 

十 1.8m )、梁行 9.9m (二!じから 2.1

十2.7十 2.7十2.4m)でτあり、 計ー同LI 2 S B542A 
3 S B 542 B 

尺による桁行46尺(東から 7十6.5十 5 S B 540 

6.5十 6.5 ト7十 6.5十 6尺)、梁 第12図 S8540-7柱 S8541-15柱。S8542-13柱立割

行33尺(北から 7十 9 ト9 ト8尺)である。 1尺は平均30咽Ocmである。身舎柱掘形と商柱掘Jj予

を比べると、身舎柱J屈形の方が少し大きいように見える。柱掘形は、産径50-62cmの不ti円形

を呈し、 ll11土はSfJ褐色二仁である。柱痕跡は直径約20-25cmで、褐色土である。一部には柱抜き

取り痕跡が残っている。建物規棋は SB 541 A建物(第 II期)と同様で、ある。

S B542A建物 〔第IV期〕 東西槻桁行6間×梁行 1間の掘立柱建物跡であろう。身舎と

臨品j}形の一部を確認した。上里土は炭化物 (1%)土器片を含む褐色土である。建物は SB 542 

B建物(第V期)と重複しているので向規院であろう。

S 85428建物 〔第V期〕 東西棟行6間×梁行 1間の掘立柱建物跡である。柱間平均

距離は桁行1:3.2111 (東から2.55十2.7十1場95+1.95+1.95+2.1111) 梁行 2.1mであり、

尺による桁行44尺(束から8.5ト9 ト6.5十6.5十6.5ート7尺)、梁行7尺である。柱J屈形は、直

佳50cmの惰円形を呈し埋土は炭化物(1 -3 %)土器片を含むfl吾褐色土である。柱痕跡は

22-30cmt立で炭化物3%を含む[1音褐色二i二である。 SB 542 A Bとした建物は南北 1開と判断し

た。建物の東妻ifilJt土の南北延長根上の精査を充分に行ョったカtどっしても検出することができな

台、っ?こr

(2) 溝跡 (第13-15図、図版日-16)

本調査地域では、 5条の講を検出した。

S D 144 政庁域南ifilJを画する施設で政庁南門から西側を確認した。 SD 144 

40-九cm、底面111語32-35cm、深さ62.5cmて、あった。 i寺内の平面観察や土層観察で、板痕跡がみ

とめられ、板材の厚さは 7-12clIlf3'iであった。政庁南門より束iWJのSD 144で発見した

間の板痕跡は部分的な検出にとどまり、全体の確認ができなかった。 SD 144は火山灰が入つ

4
斗ム



第4章第47次発掘調査

ている SK 489を切っていた。したがって、 SD 144はSK 489火山氏降下後の仕事とみなす

ことができょう。 SD 144は西端より 1.6m東よりの地点で、 A.Bの2条に分かれていた。

S D 144 A ・8 S X 529に切られているが、わずかに残る痕跡から、 Bが 2条に分か

れ、 SD 144 B・Cとなっているのを した。したがって SD 144は西端におしミて 3条に分

かれていたことになり、し))11互にならべると SD 144 A→ S D 144 C→S D 144 Bとなった

S D 244 政庁域南側を画する施設で、 SD 1114より 3-4 crn南iNlJを 平行して走る

溝である。 SD 244 は上面r!J百 20-43crn 、底面i偏 17-35crnであった。~蒜内を精査したが、叔痕跡

を認めなかった。 SD 244は、 SB 541建物・ SB 542建物の耐によって切られているため、

両建物以前につくられたものである。 SD 244は西端において、 SX 529によっ

た。

S D 493 S B 542-11 

柱掘形の南側に位置する溝状

遺構て¥溝幅25-35crnである。

北端は SB 542-11柱掘形に

切られているが、南側はさら

る。

S D 520 

る

ものであ

調査区南部に

、溝111話52

-85crnあ1)、東西に延びてい

る。 SB 540・SB 541 

の柱穴を切っている。

S D 534 S D 144の北

側に る

幅30-35crnで、ある。南端は S

D 144に切られているが、北

側はさらに未調査区に延びる

ものである。

政庁域を区画する溝は SD

144とSD244の2条であり、

西端を確認できた。 SD 144 

は西前殿の第II-V期建物に、

IS十 十

第13図土墳群実測図

S一一

第14図 S D 144 • S K 489西壁土層図

- 15 
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払田柵跡調査事務所年報1982

S D 244が西前殿の第 I期建物に対応する講であることから、新!日関係は明らかである。 SD

144が火山肢をもっ土場:と切合い関係にあり、将来火山灰の分析毎年代が確定すれば、重要な決

め手となるであろう

(3) 土壌 (第13・14図、図版21)

本調査地域では、土:域 9を検出した。

S K 489 S D 144の南側に位置する楕円形の遺構で東西1.62m、南北1.78m、深さ30.5

cmである。覆土中には厚さ約11crnの火山灰Jtt積層があり、この上百Iiから完形に:iJiい土師訴の杯

など7うi出二i二した。 SD 144・SK 518~こ〆切ら h 、 S K 509・SK 517を2切っている。

S K 492 S B 542建物北西隅柱の北側に位置する不堅円形の遺構で、東西2.17m、

2.18r口、深さ32cmである。覆土中の火

S K 508 S K 492の東側に位置する

より土器片が出土した。

形の遺杭で、東西68cm、南北73cm、j奈さ22cm

ていある。 SK 492 ~ニザJ ら ~Lている。

S K 509 S K 489の西側に位置する遺構で、東西59cll1、南北1.11m、深さl:3cmである。

は火山灰が多く j品入している。 SK 489・SK 517に切られている。

S K 510 S K 489の東側に位置する不整円形の遺構で東西1.27m、南北95Cll1、深さ 35cm

である。覆二i二中より完}杉に近いこ士二部器の杯などが出土した c

S K 511 S D 144の南側に位置する遺構で、東西1.58m、南北1.34m、深さ39cmである。

中には厚さ約12crnの火山灰堆積層がある。 SD 144・SK 512に切られている。

S K 512 S D 144の南側に位置する遺構で、東西70c:m、南北31側、深さ41cmである。

土中には厚さ約10cll1の火山FA:rtk干責層がある。 SD 1441，二戸切られSK 511を切っている。

SK5 S K 489の北側に 7 

Q 、南北36cm、i菜さ21cn日である。

中には火山灰が出入している。 SK 489 . S K 518に切られ、 SK 509を切っている。

S K 518 S K 489の北WIJに位置する遺構で、東西1.10m、南北1.20m、深さ20cIl1である。

火山灰・炭化物をわずかに含む鳩色土であるつ SD 144に中央部を切られている。

ょせの地の遺構 (第15[ZI、図版15)

S X 488 S D 244の北側に位置する不整円形の遺構で、東西 .31m、南ー北2.68m、深さ

15cmである。 SD 244・SK 510を1)Jっている。

S K 490 S K 509の西側に位置する情円形の遺構で¥

中には厚さ 5cmの火山灰堆積層があり、この上部から一括して

S X 496 S K 508の東側に位置する

08m、南北1.16111て¥

出1二した。

.57m、南北1.45m、深さ 10

Cl1lである。

S X 513 S X 488の西側底部で確認し 46m 
、
1
l
 

ye-phυ 
八

U
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第4章第47次発掘調査

深さ21cmである。 SX 488に

ザjらfLS B 541 3 指l形、

S B 542 21'付加形を♂切って

いる。

S X 519 S K 509の西

1WJに位置する

側、南北.33cm、深さ19cmであ

る。覆土中に火山灰が多く混

入している。

S X 521 S D 520の南

側に位置する

で、東西1.45m、南北1.03m、

深さ17cmである。

S X 529 

し、 SD 144 A ・B. C 

とSD 244を切って南へ延び

る溝;1犬遺構で、上回IIJ面1. 5~

1.95111、!忠臣ijllJ話5-20cm、j菜さ1. 22i11で、ある。

B C 

第15図 政j守域南語部実測図

には土器片-炭化物を

3m 

、わずかに時

もi比入している。また土層観察によると 2回にわたる されていた。なお、↑tt+討は不11)J 

だが、 SD 244との関係及びSX 524との関連性を考える必要があろう

3 間協殿跡と周辺遺構 (第16-20l'RJ、図版6-9 ) 

、建物7、柱JiJ2、i詩6、 9、その他10のi宣1'j¥庁を検出した。

(1) 建物跡 (第16-18図、図版6-9) 

、建物跡は 7棟検出された。西脇殿跡は正殿跡の南西に し、 東!協 t!~之助;と

によってキ11対する総柱の南北煉建物跡である。柱穴の切り合い関係及び SB 500 3 

6 11~j建立の建物跡と判明した。

S B499A建物 〔第 I期〕 南北{制fj行 6I1c¥CJ 2出jで、総ti:の-l'lit¥立柱建物h'3);て、ある f

は重慢のため南安:iWJ柱列梁行7.21t11 (束から.3.(3 -ト3.61111)がわかるだけにすぎない。柱JJn¥

[f;;は しかわからないが、 一辺 1. .3 ~1.4 t11のはほ、方 JF人 平均50cmである。建物

を復原すれば、 HI行18.0111X 

ある。

S詰499B建物 〔第百期〕

7. mの規となろう。建物規松は四IJ品!段跡全 6+~)J I~þ最大で

南北棟桁行6問jX 2 1I日で、総tLの建物同;である。

17 



在、田柵跡調査事務所年報1982

第 I期建物の柱をそのまま利用し、 j忍柱をして補強している。北西隅柱(S B 499 

B 3)では柱掘形を検出しているため、第 I期建物の柱を全て利用したものではないよつで

ある。復原建物は、 SB 499 A建物(第 1JtJ:J)と同規模である。

S 8 500 A建物 〔第III期〕 南北煉桁行5問×梁行2間で、総柱の掘立柱建物跡であろ

う。柱掘形は、第IV. V期との切り合いのため一部しか確認できなかった。建物規肢は第 1・

II 期の建物より、高北桁行l問分が北に縮小されている。

S 85008建物 〔第IV期)

南北棟桁行5間×梁行2間で、

総柱の掘立柱建物跡であろう。

柱掘形は、第V期建物との切

り合いのため一部しか確認で

きなかった。建物規模は、 S

B 500 A建物(第III;!1JJ) と向

様である。

S 8500C建物 〔第V期〕

南北棟和行5間×梁行2間で、 JFート

総柱の擁立柱建物跡である。

柱間平均距離は桁行14.5m

(北から2.48+ 3 . 25 + 3 .00十 JE+ 

2.85+2.92m)、梁行6.98m

(東から3.49+3.49m)で、

計画尺による桁行48尺(北か JO+ 

ら8+10十10+10十10尺)、

梁行23尺(東から11.5十11.5

尺)である。 1尺は平均30.3

cmである。 SB 500 C -6 

は当初描立柱。であったが、補

修の際に根石を使用したもの

である。柱掘形は1.3~ 1.5 

mの不整楕円形を呈し、

45~50cmの柱痕跡が認められ

るJ主穴のj菜さは約1.05mで、

07 

寸一
出
十 十 十

JH十

一一J8

一一JH

JGート -JG 

一一JF

一一JE

一一JO

JC+ 一一JC

S A498 

J8十

S D483 

JA十 十 + 十
郎

十

第16盟問脇殿跡

。。



埋ニi二はJ屈形、柱痕跡;共に褐色土である。ま

たSB 500 3 ょっ

て、 tftfl形に柱を入れて根元を して

から残り部分を埋めていることが判明した。

建物規模は、 SB 500 A . B建物(第III. 

IV!(:Jj) と向j長である。

S B 501建物 〔第VI期〕 南北棟桁

行 51間×梁行 2間で、総柱のJ屈立柱建物跡

である。柱間平均距離は桁行 11.92111 (北

カ通ら2.28十2.40十2.26十2.43十2.55m ) 、

15m (東から3.09十3.06m )で、

厨尺による桁行40尺(8 )、梁行20

尺(10尺等間)である。 1尺は平均30.1clll

である。 柱掘形はO.75~ 1. 1m の惰円形て\

50cmの柱痕跡が認められる。建物

規模は第IlI~V期建物からさらに縮小され、

建物方向が東にJ逸れている。

S B 544建物 S B 500建物との切り

合いのため、東西 1間 (2.35m) X南北 1

問 (2.35m) だけ確認した。柱掘形は50~

60Clllの隅丸方形で、

が認められる。

25clllの柱痕跡

である。 4本

の柱i穴は ものであり、掘立柱建物跡

であるか否か、判断できなかったが、一応

3主4toとして取扱うことにした。 4主穴は SB

500 C建物に切られているので、第V期建

物以前であり、仕事からみて西脇殿以前の

ようにも思われる。あるいは、西脇殿の足

であった可能性も考えられる。

(2) 柱列跡 (第16・19図、図版11)

、柱列跡、3が検出された。

第4章第47次発拠調査

第17図 S 8499-20柱立割

ぅ1-

1 -4 S B500 C C第vmn 
5 S 8500 B C第fVJ(:JJJ 

6 -8 S B500A (第fTU~JJ

S B409 B (第II)(:J]) 

10 S B499A (第 1j{)JJ 

第18図 S 8499建物・ 500-3柱立割

一一一正

S A 498柱列 S B 499の西に位置する南北筋 2間の掘立柱列である。 t=t間平均距離は5

19 
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88m (北から3.03十2.85m) で、柱摺形は40~50cmの方形を呈し、

められる。

20cmの柱痕跡が認

S A 543柱列 S B 499の西に る南北筋 2間のJ屈立柱列である。柱間平均距離は5

20cmグ〕78m (北から 2.85+2.93m) で、柱掘形は35~40cmの方形不整椅円形を呈し、

柱痕跡が認められる。 SB 543 -3柱捕形は、 SK 515に切られている。

S D 481に して約10尺束にJ目立柱列を 271J倹出した。 SA 498 ・543は柱筋方向にわず

に並んでいかなずれはあるが連係していると考えられ、南北筋 2間の 2柱列

たと復!京できるであろっ。柱間平均距離は 14.51m(北か

ら2.85十2.93十2.85十3.03ト2.85m) で¥ による

47.5尺(9.5尺等間)であろう。 SD 481とSB 499を

区画する にある SD 481とSA 498 ・543開は通路

り、 SA 498・543は目隠し塀的性格や、

あったとも考えることができる。 斗
t
O

関係から考えて、 SB 499に伴うものであろう。

(第 19 ・ 20図、図版16~20) 

平行して走る 6

されたの

S D 481 
J. 
4ノ
」 走る長き約78mの浮fj:

ら約 5m西を

を通るものハ
りつ、U

F
h
u
 

n
p
 

o

Q

U

 

司

令

、
れ
と
J
Fノて!レ

_.ア亡、

丸、 に11ミる SD 144 る。

S D 481 Aは話45~55c:m で、

はSD 481 Bに切られて掘形の一部し

S D 481 B は J梓rlJ員20~40cmて\ 上車二七は

っていない。

る。

3与jの中 きる。 SD 481 Cは溝幅20

る。 JBラインでj会切れてい~38cm で、

るため、

S D 482 

3mし きない。

S D 481の西を南北に走る溝である。

11J面は 24~25cmで、埋土は る。 SB 530 -11 

柱抱形と JEラインの間約14.5mを検出した。北端は S

B 530建物を しだっくりであったと れる。

はJEラインで途〆切れるが、それを補うかのように SD

20 

十、JI
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481 AがJEライン付近から西

に張り出すため、
H4170m一一一ー W

をさらに る必要がある。

しかし、 SD 481 Aカ;'S D 482 

を意識した造りとなっているこ

とから、 SD 482はSD 481 A 

以前のものと考えることができ

るであろう。 第20図 S D481 • 482土層間

S 0 483 S D 481の東約 3mを して走る溝である。屈はlt1~16cmで、

土である。 SB 500建物.S D 494・SK 484・SX 533を切っている。 JAラインを南端と

して北へ25mまで確認したが、さらに北へ延び、ると忠われる。

S 0 494 S D 483の東を蛇行しながら南北に走る溝である。 溝幅は20~30cmで、埋土は

る。 SB 500建物.S D 483・SK 484に切られている。

S D 481は全 3期の重複で、 SD 481 Aは東西に走る SD 144 A、SD 481 B はSD 144 B、

S D 481 C はSD 144 Cと4妾示涜している。事行旧民日系は吉ぃ一万から SD 4ぷ1A . 481 C・481B 

である。 SD 481 AはSD 482を意識して造られたと忠われ、 SD 482の途切れた部分を補う

ようにして西に張り出している。 SD 483はSB 500建物を切って北に延びており、 SB 501 

建物に伴うものか杏かについては不明である。 SD 494はSB 500建物、 SD 483に切られて

おり、位置関係から考えると SB 499建物以前と思われる。

土護 (第16・19図、図版22)

本調査地域では、ニヒ墳 9を検出した。

S K 484 S B 500 

さ24cmである。 SB500 

S K 485 S B 501 

る不整楕円形の遺構で、

3 t主掘形、 SD 483・484を切っている 0

2柱の束に位置する不整円形の遺構で、

さ14cmていある。 SB 501 2・SB 500 1に〆切らjしている。

S K 487 S B 500建物の北東に位置する

95m、ヒ 1.5m 、 ii~

46m、j菜

77cl11 

である。中央に在径約35cmの柱痕跡と思われるプランが認められるが、対応する

れなかった。

は検出さ

S K 497 S K 484の南西に る ]f;;の遺構で、 45m、再ゴjヒ1.97m、j寺:

さllcmである。 SD 481 Bをー切っている。

S K 514 S B 500建物の西に位置する 2.4 m、i菜

さ44cmである。覆土中よりはさの付着した土師器片ーが出土した。

21 



在、田十II~跡調査事務所年報1982

S K 515 S B 500建物の西に位置する不整円形の遺構で、東西2.15m、南北 2.4m、深

さ47cmである。覆土中より土器が一括した状態で出土した。遺物の中には、 j奈の付着した土師

どカfある。 SD 481 B . S X 504に2切られている。

S K 516 S B 500建物の西に位置する不整円形の逮捕で、東西1.65m、南北 1.2m、j菜

さ21cmである。 SX 503 . 504に切られている。

S K 522 S K 497の西に位置する不整円形の遺構で、束西83cm、南北G5cm、深さ 5cmで

ある。 SD 482・483Aを〆切っている。

S K 536 S B 499 -の南に位置する不整楕円形の遺伝I~で、東西93cm 、南北 1.4 m、

深さ22crnである。覆土中より土器が一括した状態で出土した。

(5) その他の遺構 (第16・19図)

S X (F) 491 S B 500 -15柱の束に位置する不112形遺構で、東西95crn、南北1.57mの範

囲に焼土を検出した。焼土範囲はさらに東へ広がるもので、 さは約18cmである。

中より j専が出土している。 SB501 っている。

S X 502 S K 522 る 東西85crn、南北80crnの範!現にコブ

シ大の際が密集している。 SD 482を切っている。

S X 503 S K 516の北に位置する不整橋舟形の遺構で、東西56cm、南北98cmの範囲にコ

ブシ大の礁が密集している。 SK 516を切っている。

S X 504 S K 515の北に位置する不整円形の遺構で、 、南北67crnの範囲にコブ

シ大の際が密集している。 SK 515・516・SD 481 Bを切っている。

S X 506 S K 514の南西に位置する不整円形の遺構で、東西95cm、南北1.24111の範囲に

コブシ大の喋が密集している。 SD 481 A . Bを切っている。

S X 507 S A 498 -3柱の西に位置する不整円形の遺構で、東西1.47m、南北2.19111で

ある。 SX 533を切り、 SD 481 Bに切られている。

S X 533 S B 499 - 21柱の西に位置する不整円形の遺構で、東西1.42111、南ー北2.08111で

ある。 SD 483、SX 507に切られている。

S X 537 S B 500 15牲の東に位置する不整形の遺構で、東西1.24111、南北2.35111であ

る。 SB 501 -12i'主掘形、 SX 539を切っている。

S X 538 S B 500 12柱の南東に位置する不整形の遺構で、東西40cm、南北83crnである。

S B 500 12柱惜形、 SB 501 -12柱掘形を切っている。

S X 539 S B 500 -15柱の東に位置する不整形の遺構で、東西50crn、南北90cmである。

S B500 主J昂形、 SB501 宝J屈}杉、 SX 537 IこJ切らhている。

S X ( F) 491 はSB 501 -15柱掘形を覆っているため、 SX 537・538と共に SB 501建物

22 -



第4章第47次発掘調査

以後と考えられる。 SX 502 ~ 504・506は近世における撹乱と思われる。

4 政庁西門跡と周辺遺構 (第21-23図、図版10・11・17・18・22)

本調査地域では、建物2 溝5 道路状追村山、その他 lを検出した。

(1)建物跡 (第21・22図、図)iJi10.11・17・18)

政庁間門跡は正!見交跡の出に位置し、

東門跡と相対する南北保建物跡である。柱

穴の切り合い関係およびSB 530 

割によっては

物と判明した。

での全 2

S B 530 A建物 〔第I期〕 南北僚

3間×梁行 2間の抑I立柱建物跡であろ

う。柱掘JF~は第五期との切り合いのため一

しか確認できなかったが、隅丸方fF~ .不

翌訓告円形であったと思われる。 SD 483に

北西r)I~~柱掘形を切られている。

S B 530 B建物 〔第II期〕 南北棟

3間×梁行 2間の掘立柱建物跡である。

柱間平均距離は桁行4.69m(北から1.67+

1.49+1.53m)、梁行4.14mて¥計画尺に

よる桁行16尺(北から 6ト5十 5尺)、

尺(7尺等間)である。柱掘形は隅丸方形・不

を皇し、直径35~45cmの柱痕跡が認め

られる。 深さは約1.05mで、理土は掘形が褐色

土、柱痕跡が明褐色土である。 SD 481 Bに

北妻側中央柱掘形を切られている。 SD 527覆

土が、 SB 530 B -7柱掘形を覆っていた。

(2) 溝跡 (第21間、図版17)

本調査地域で検出された 5条の溝のうち、新

たな 2条について説明する。

S D 526 政庁西門跡の北を東西に走る溝

である。上国幅は50~95cmで、西に行くに従っ

て幅広くなる。正殿南に端を発する SD 126と

- 23-
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同一遺構であろう。 SD 481・4B.'3を切っている。

50527 政庁西門内を東西に走る SB 530 -7柱掘形、 SD 481を覆った状態で検出さ

れた溝である。最大rp語は84cmと広いが、覆土が7cmほどしか残っておらず、西に行くに従って

浅くなるため、一部しか確認できなかったものである。

S D481はSB530建物の中央を通うており、南北妻側中央柱掃形と重複している。 SD 481 

は3時期を確認しており、 SD 481 A はSB 530南北妻問中央柱手前で途切れていることから

S B 530建物と同時存在のものである。 SD 481 B はSB 530建物南北妻側中央柱掘形を切っ

ている。 SD 481 Bは政庁西門以後であり、この時期には政庁Tffi門が存在しなかった可能性が

強い。 SB 530建物内において SD 481の重複が見られるが、 JA08で積出した SD 481 Cと

伺ーなのか、それとも SD 481 Dとしなければならないものかは不明である。また SD 481 B 

の掘形と板材痕跡である可能性も残すものである。 SD 483はSB 530 A -1柱掘形を切って

さらに北にのびている。東脇殿跡北西部に端を発する SD 125は、 SB 530南でSD 481 A . 

B、SD 482を-cJ]っている。

(3) 遵路状遺構 (第21図)

5 M 545 政庁西門跡、の西側中央から西に延びている道路状遺構である。 i幅60~75cm て\

中央が約10cmほど低くなっている。古くから伝わる古道の位置と合うため、古代における政}T

西門からの道と断定することはできないものである。

(4) その他の遺構 (第23図、図版22)

5 X 528 (第23図〕 政庁西
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埋土中に火山灰は含まれず、 SB 530 B建物柱掘形内埋土及び柱痕跡には火山灰が含まれてい

ることから、火山灰降下年代はさらに限定されたものになるであろう。
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+KG 

S 0187 

1 
叶 1(

5 政庁域北西部の遺構 (第24・25図、図版19)

本調査地域では、溝2、その他の遺構 3を検出した。?誌は、来fJ-た

なl条についてのみ説明する。

S 0 531 S D 481の東約1.5mを南北に蛇行して定るお1tで、

m、記13~19cm、j菜き 6cmで" S X 524 ~ニザ]ら hてい

る。

S X 495 S D 531の東に る遺構で、さらに束に広がる

KE十 !
?
目と思われる。東西88cm、南北1.85m、深さ15cmで、 SA523 -1柱

掘形を切っている。

S X 524 iE殿跡の北西に位置する遺構で、

m 、底面幅20~50cm、深さ 1.53m である。 S D 481に

して東西にのびる溝::1犬の遺構で、 SD481・139・

143の交点と思われる部分を切っている。覆土はほぼ

水平堆積て¥炭化物・土器片を含んでいる。 SD 481 

を切っており、 SX 525に切られている。 SD 139・

143をも切っていると思われる。性格は不明だが、 S

D 481の南端を同じように切っている SX 529との関

連性を検討する必要があろう。

S X 525 S D 531の東に位置する東西1.42m、

南北42cm、深さ 6cmの不整形遺構で、 SD 481・SX

524を切っている。

南北に走る SD 481と東西に走る SD 187が、 KG

07グリッド内において、ほほ、直角に接続して政庁域北

西部を画している。 SD 187の上田中国は約35cm、深さ

約35cmである。 SD 187とSD 481の接点において、

両遺構の仕事の違いは認められず、一連の仕事ーであっ

たと思われる。また政庁域北西部は、第一次盛土整地

層(S X 546 )の北部隅でもある。正殿の北を区画す

S 0481 

1.4 ~ 2.5 第24図政l守域北西部
実測図①

一一JT

一一JS

一一.JR

第25図政斤域北西部実測国②

るSD 139・143の延長線 tにあたる JS 07・JT07グリッドにおいて S D 481と接続する

と考えられたが、 SX 524によって接続すると思われる部分が切られており、確認することが

でさなかった。 SD 139 . 143の間隔は正殿後方において最大4mほどあるが、西端では SX

524の上回幅 2m以内であったと思われる。

- 25 
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第3節 出土遺物 (第26-30図、図版23-26)

-その他の遺構・ついては、 出土造物のJ"~に述べる。

建物跡出土遺物 (第26図、図版23)

S B 199建物の柱穴から土師器の品IJJ片が出土したが、特記するものはない。 SB 500建物の

遺物は、探掘!形.柱痕の石

ないものが多い。 SB 500建物の柱穴埋土からは、土師器・須恵器のほか

縄文土器などが出土した。 4・5はSB 500の柱穴埋土から出土した土師器で、いずれも右目

転手ヒ切り っ
-6)0 口怪12.2CI1l、底径4.7CI1l、

V立)j)の柱穴埋土から出土した土師器で、高台を付したあと底外出に ル」 している。

S B 501建物の柱穴姐土から土附器と

8CI1lo 6はSB 500 C建物(第

の柱穴埋土から した鉄~)j)~ ていある。 S B 530 

-鉄劫主・ k:rlli文土器などが出土した。 7はSB 501 

らは土師器・ ほかl淘

硯が出土した。 8は土師器、 9は項恵器でいずれも右

は刻字・墨痕をのこしている。 SB 540 ら遺物は

t)、 9の嵐外国に

しなかった。 SB 541・542建物

の柱穴tm土から土師器・ ~l':[恵器の破片がわずかであるが出土している。 S B 544建物からは土

師器を出土しているが、破片のため図示できなかった。

~.こ二え

¥トイフ

Y E二三
-0  

4・5・6 S 8500 

S 8501 

8・9 S 8530 

第26図出土遺物①

26 -

2 5膏跡出土遺物

S D 144・244・481・482

. 483溝跡から出土した土

器は

で、いずれも右回転糸切り

ものが多く、

器は僅少で、あった。このほ

か、 SD 481からは輔の羽

口・須恵器杯の転用硯が出

土した。 SD 483 ~.幕内から

鉄j宰も出土している。以上

のように溝跡から出土した

遺物は小破片であり、図示

できるものはなかった。
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17 

~ トペイァu.こプ《

10 SK  489， 1Z~EI SK  

11 S K 510， 20~26 S K 

第27国出土遺物②

3 土墳跡出土遺物 (第27図、図版23・24)

第4章第47次発事Ht調査

本調査で土墳数20をかぞえたが、復原図示できる遺物は少なかった。 10はSK 489の火山灰

ら出土した土師器で、右回転糸切り無調整である。法量は口径12.8cm、底径4.7cm、器

4.7 cmである。 11はSK 510・12はSK 511 から出土した土師器である。 13~19は S K 515 

出土で、 19の須恵器以外はすべて土姉器であり、同一時期としてよい一括である。 13~16 ・ 18

はいずれも右回転糸切り無調整である。 13の法量は口径13cm、底径5.2cm、器高4.7cmである。
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S X528 

S X495 

S X524 

S X524 

第28聞出土遺物③

14は口怪13.1cm、底径6.1cm、 5 cm 、 16は口 f~13.Ocm 、 4.6 cm、 2.7 cmである。

31 

杯形土器で回転ヘラ切り無調整で、底外面に

17は査の頭部で一条の隆帯がめぐっている。 18は土師器杯底面に漆が残っていた。 19は須恵器

る。 20-26はSK 536出土で、同一時期

の一括である。 20-25は土師器でロクロ成形右回転糸切り無調整である。 20の法量は口径16.3

い賞燈である。 22は口佳 1.3cm、底径4.8cm、

である。 21は口径14.4cm、底径6.3cm、器高 4.3cm 、に v~~'cm、底径6.5cm、器高 4.5cm、

4.1 cm、浅黄櫨である。 23は口径13.4cm、

底径4.3cmである。 24・25は口唇部を外反させているのが特徴である。 24の法量は口径12.6cm、

底径 5.2cm、器高 4.1cm、浅黄澄である。 25は口径1l.8cm、底径5.2cm、 4.5cm、j炎授で

ある。 26は須恵器で内外面ともににぶい黄澄色を呈し、内外国の体部中央に浅い沈線を意図的

にしるしたようである。 26の法量は口径12.7cm、底径5.6cm、

4 その他の遺構出土土器

調査した12の遺構から遺物が出土したの SX 490では火山灰の上・下から、土師器杯と

した。 27は火山灰上国出土で、口径13.1cm、底径5.3cm、

る。 SX 495では土師器杯 (29) と 出土。

高4.5cm、 である。 SX 524からは土師器杯・

の羽口などが出土した。 30は

火山灰が入っている。火山灰下層から土師器杯・

4.3 cmである。

4.2 cm、 であ

(31) 

口径12.2cm、底径4.6cm、器

• !Mti 

と菊花痕がある。 SX 528の土層中に

・火山灰層中に土師i

器杯・

より 仁1f歪12.5cm、 5.6 cm、

と輸の羽口・火山灰直上から土師器・鉄淳などが出土している。 28は火山灰層

と縄文土器が出土Lている。 SX 524と

より した

切り る。 SX 529からは土師器・

- 28 

4.5 cm、灰白色
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S X 529が同一期の仕事であり、出土遺物の量を比較すれば、 SX 529が僅少でSX 524 

が多い。

5 各層出土遺物

32は第 1層出土の土師器皿で、口径13cm、底径5.7cm、器高 3.3cm， isH宣色で右回転糸切り

る。 33は第 1層出土の須恵器葉で、つまみの一部と内面に丹設けされている。 34は

第l届出土の繰手[0陶器で復原、実測できた唯一のものである。ロクロ成形、回転へラ切りによっ

て切り離され付高台がある。器面のへラミ庁、キ痕跡はなく、内外面はナデ、底部外部はへラケ

ズリの調整がある。胎土は!束、 j炎!夫オリーフ、、色に近く、多孔質で須恵器の胎土に似ている。

口径12.6cm、底径7.6cm、器高 1.8cmである。キ由薬がわずかに残っているというよりも、

素焼以前に付いたものが、ごくわずかに残っている。この緑柑の年代であるが、

式に相当し、およそllC代にあたる。 35・36は第 2層上・中面から出土した風字硯である。 35

は型押しづくりであり、 36は手づくねであろっ。 36は海部と陸部との境に連5).[形の内堤をつく

るものであろう。いずれも成形後、ナデ・へラケズリなどによって全形を整えている。 38は第

II層上面白I二i二の平瓦である。 39は第 1層から出土した釘で、長さ10.9cmである。西脇践しとした

て~

33 

第29図出土遺物④

29 -
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40a 40b 

40c 

41c 

41a 41b 

第30図出土遺物⑤

建物とその周辺から埠の破片がまと

まって出土した。復原できたものは、

J C05・JC06グリッドの第 2

回ーから発見したもので、 41監li本のう

ち2個体を図化した。

きたものはなく、部分的なもので、

を想定できるものはなかった。

おそらく復原形は条埠=長方埼であ

ろう。よ専の色調はi登色で、浅黄燈を

るところもあり、また強く火を

受けている部分と・表面が黒づんで

いる部分もある。良質の密度の細か

い粘土を用いて砂粒を含まないが、

気孔が多く見た目よりも軽い。仕上

，t'tま を用いて、四面を

ていねいに削っている。工具の刃先

はわずかな弧をもつようで、削 f)の

中央が少しくは、んでいる。ケズリの

'1届は約 2~ 3 cmていなかろうか。 40は、

現長17.5cm、端部の幅 9.0cm、厚さ

7.0 cm、最大幅13.4cm、厚さ 7.8cm 

である。 41は現長 18.5cm、 '1屈 13.9~

14.1 cm、厚さ 7.5~ 8.2 cmである。

に掲載しなかったが残り 2つの

計測値を示すと、一つは、現長16.6

cm、rlJ高15. 2 ~ 16 . 7 cm、厚さ 8.2~ 8.7 

側、もう一つは現長23.5cm 、幅16.0~17.2cm、厚さ 8.6 ~ 9.0 cmである。 4例から原形を推測

すれば、長さは不明、幅13~17cm、厚さ 7~ 9 cmと、規格品だとすれば数値にばらつきがある

ので数種類あるのではなかろうか。

- 30-
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第ヰ節小 結

目的は第一に政庁域東部の調査で発見した遺構群が西部において対称形の位置に存

在するか否か、第二に従来の調査で不十分であった部分について西部で再-確認しておくことで

ある。従って、 というよりも とどまらざるを得ないという

側面があった。ここでは遺構の重複関係とその変遷を東部遺構と関連させてまとめるの

1 第 1次盛土整地層について 政庁域北東隅の第 1次盛土整地層(S X 176 )は

法 1a ~ 1 d層まで大きく 4工程の版築技法による整地地業であり、同種の整地がおそらく北

西間にも存在することは、地形からみてすでに予想していたことである。しかし、本調査の第

l次盛土整地層(S X 546 )とした整地地業は、ごと層観察によって版築技法を用い、西脇)殻・

政庁西門の北1~1j一帯にまでおよんでいることがわかった。 S X 176とSX 546は同技法であり、

創建に伴う最初の土木工事であることを明確にした。今回の調査区は SX 546の範囲東側にあ

たり、西側は SD 481よりさらに西におよんでいる。今後、新しい視角で地形を見直すことが

必要で、あり、政庁に隣接する官街群が存在することを推測させる。

2 西前殿 政庁南門の西前方に

西 月リ 殿

S D 244一一一SB 540 

II 
[SB凶 A

III S B 541 B 
S D 144 

IV S B 542 A 

V S B 542 B 

る東西棟の建物で、さきに「東前殿」とした建物

東 目リ 罪史

S B 303一一一一一SD 240 

SBmA]  
S B 299 B 

S D 144 
S B 300 A 

S B 300 B 

と対称形をなすため「西

前殿」と仮称することに

した。検出した建物は位

置、柱穴等の切合い関係

から、第 I期~第V期の

の変遷をみとめた。

東・西前殿の建物を相対

させると左のようになる。

両建物に共通しているこ

とは、第一に建物の第五・

III期を同規模とし、その前後とを入れて 3段階の変遷となっている。第二に第 1期建物は、 S

D 240・SD 244の南側に位置している。第三に第II期以降の建物は SD 240・SD 244の t

に造営している。また、第 1. IV . V期建物は東西の建物規模が相異する。

3 西脇殿 さきに「東脇殿J とした建物と対称形をなすため「西脇殿」と仮称すること

にした。検出した建物は位置、柱穴の切合い関係から、第I期~第VI期の遺構期の変遷をみと

めた。東・西脇殿を相士すさせると次のようになる。第 I期 SB 120ニ SB499A、第II期 SB 121 

Aニ S B 499 B、第III期SB 121 B = S B 500 A、第IV期 SB 121 Cニニ S B 500 B、第V期 S

- 31 -



払田柵跡調査事務所年報1982

B 121 D S B 500 C、第VI期SB 122ニ SB 501 0 両建物の柱開規模と面積を比較してみる

と、第 1. II 期、第III~V期、第VI期と 3 段階の変遷となっている。このように、東脇殿と西

脇殿は基本的に向様な変遷をたどると考えてよいようである。

4 政庁西門 さきに「政庁東門J I政庁南門」とした建物と対ー称形をなす建物を「政庁

政庁間門 政庁東門

S B 530 A S B 129 A 

II S B 530 B S B 129 B 

III S B 129 C 

政庁南門

S B 246 A 

S B 246 B 

S B 246 C 

西門」と仮称した。検出した建物は位

置、柱穴の切合い関係から、第 1. II 

期とした。政庁東門・政庁南門を相対

させると左のようになる。政庁 3Pうの

柱関は向規模であり、棟通り中央柱2

本の柱痕跡、がないことも共通する。政

庁南門については問題ないが、政庁東門については再検討を行うことにする。

5 板塀について 政庁域南側ではSD 244・SD 144 西側ではSD 481 A . S D 481 

B . S D 481 C . S D 482、北側ではSD 187を検出した。東側で切合い関係が明確で、なかっ

た南側 2条はSX 529によって切られ、正殿北側を東西に走る SD 139 (171)、SD 143(172) 

とSD 481との接点も SX 524によって切られていた。 SX 524とSX 529は同期の仕事と考

えられ、この仕事の目的について解決できていない。

S 土績について 本調査において土墳を多数みとめたが、精細な検討を行っていない。

S K 489土壌がSD 144に切られていることがわかった。火山灰分析結果は資料の風化が激し

く成果を得なかったが、遺構変遷を考えるうえに重要な要素である。

- 32-
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第 1節調査経過 (第31図、図版27)

第48次発掘調査は、 1111北町払回字長森23番地2

のうち約 420討を対象とした。当地域は長森東端

し、現況は!日宅地跡でほぼ平坦地である。

本調査は内郭東門と築地の存在を確認するのを自

的として実施した。

9月7日発掘器材の搬入後、宅地跡であった調

査区内に残存するコンクリートの土台や庭石等の

除去作業から開始し、これと並行してT18から基

準点の移動・基準杭の埋設をした。

19日調査区北端部から南へ掘り

下げを開始した。望10日表土より

30cmくらい掘り下げて精査を進め

ていくカヘかなりJ賛否しさtLている

ょうである。このため調査区のほ

ぼ中央部にトレンチを入れ土層観

察をして、撹乱のおよんでいる深

さと遺構存在の有無を見きわめる

ことにした。 11日まだ築地、他の

遺構は認められない。 14日地山ま

で掘り下げと をした結果、地

山宜上まで掘り返しを受けており、

上層は砂利・大小礁が多く混入す

る近現代の盛土整地層であり、下

層に至っては現代の瀬戸物類など

が多く埋っている撹乱層であり、

築地などの残存する可能性は

なってきたが、 16日あらたに調査

州十

M'十

MH十

ME十一5910Bkm

MS+ 

lS十

33 

第31図 第48次発掘調査地形図

~ト
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IR北西!塙にトレンチを入れ、翌17日にも北端部と南端部にトレンチを入れて、内郭東門と築地

確認につとめた。とくに南端部よりすぐ南の調査区外(第32図参照)に築地があるためこのト

レンチに期待をもったが、結果は築地の基礎地業がすでに破壊されていてその痕跡さえとどめ

ていないことが判明した。なお、トレンチの呼称は北端部より A・B・C.Dトレンチとし、

これらの実誤IJと平板測量及び写真撮影を20日まで行った後、埋戻し作業を開始し、 22日には発

掘器材を搬出して本調査を終了した。

第 2節発見遺構 (第32図)

調査区内は近代の宅地建設に伴うf賛否しが著しく、遺構は検出きれなかった。

第3節出土遺物

遺物は土師器6点と

きるものはなかった。

第ヰ節小 結

3点の計9点で、いずれも撹乱膚から出土した小破片で、図示で

発掘調査の結果、宅地跡であった調査区はほぼ全域にわたって古代の遺構はすべて破壊され

ており、このため内郭東門及ぴ築地等の遺構は検出されず、撹乱層から若干土器片が出土した

だけであった。なお、調査の状況から当地域には内郭東門が存在しなかったと判明した。この

、逆に内郭東門の推定地域の範囲を狭くする結果を導ぴき出したといえる。本調査

区外の南端と北西方向には第 3次A.第9次発掘調査で築地土塀を検出しており、この両地点

間のごく小さな場所が内郭東門の推定位置となったことになる。また、この位置は本調査区北

側の水田であり、地主きんの証言によれば、材ー木がたくさん出た事実があること、長森丘陵上

を東西に縦断する古道が走っていて、この古道の東端正面近くにあたることがわかった。この

ように考え併せると 本調査の結果 内郭東門の位置が特定できるようになったわけで、近い

将来、内郭東門の発掘調査を計画したいと考える。
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第 1節調査経過 (第33図、図版28)

第49次発掘調査は、 「ホイド井泉(通称「ホ
スズ

イド清水」であるが、 「厨清水 1 と提唱した

もいる。本概要では、文部省の精査報告に習って

「ホイド井泉J とH乎称するにした。)を中心とした

{山北町払田字百自木13番地・同在、田年:長森59・81・

82番地を対象として実方自した。

この地区は政庁西門跡より北西方向へ約100m、

して約 5m下がった長森丘j凌の北麓に

置し、長森丘陵と水田に挟まれた帯状の緩傾斜を

呈す原野である。

当地区は昭和 5年に文部省によっ

行われているため、当時の記録が今回の調査進行 第33図第49次発掘調査地形図

のうえで大いに参考になった。以下『史蹟精査報告第三』の抜粋である。

は一段低き階段があり、西方から之に通ずる小径もある。此の附jE:は明日の活

躍時期には、重要なる建築物の存在して居ったものと認められ、格子紋の古瓦を包含して居る

処がある。殊に北端の水田に近い部分に但俗ホイドと唱える井泉|祉がある。

井泉|祉は最初泥土に埋れて居ったのであるが、相It白1:調査の際発掘して種々貴重なる遺物を発

見したのである。井戸側は杉村にて造り、厚さ約二寸、 11幅七、八すのjNlj板を四隅で組み合せ方

六尺の枠をj去って居ったもので、北側の側板には中央上端に7j(1'芸しの切りす氏きがある。井底に

は湧水があり、底部一面に砂利jが敷き詰めてあったらしい。以て飲料水に供したものであるこ

とが知られる。井泉の内部並に附近の地中から発見した遺物に就ては更に遺物の項に於て

する筈であるが、土師器及び祝部土器に属する到i又は碗の類多く然かもその表面及び底部に塁

るものは少くない。之れと共に木製の曲げ、物類、木箸のお:[も相当数発見されて居る。

又井泉祉の東部の土中から二iljljlに近れて発見きれた木札の表面には、 ヱヱ々

があった。即ち此の附近には兵姑部に属する重要な建築があったものと察せられる。然し此の

地点は、北方の敵に対しては暴露される部分であるから最初からかかる建造物があったものと

は認め難く、環状外柵完成の頃内部に種々の施設を完備したものであろう。長森は真山と多少
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相1ftに る古いi宣物を残し

(中 fll各j

長森の北部なるホイド井泉佐の井戸側は、杉村で、長さ約六尺、幅約六寸、厚さニス士、中央

るも

委するのみで、何等 特殊の利用がなかったらしく、

であろう。

趣を異にし、
f
円
口

に水落しの切り紋きあり、各隅には

mu板もあった。

井泉liJ及び、其の附近から出土した

も発見され、木製箸の長さ約一尺二

の切り込みあり、 の杉叔を

には、桜皮を用いて続り た曲げ物の側並に底板

より七ー八寸{立のもの多数あり、又盆の破片の如き

ものも発見されて居る。

一、三尺を離れた上中に二片に分離した木札を発見した。材は槍か杉か判

明せぬが、長さ約七寸三分五腹(二片を継ぎて)幅約八分、厚さ約一分五庫、上端は少しく扶

け、又中央より

がある。

件楠請取間四月it六日

rt!院夷征伐の為めに諸国の楠を奥羽地方へ輸送したことは続日本紀以下に屡々

にて二個に折れて居るつ表面の両側に を施し、其の中央に

る処である

が、此等の遺物は之を裏書すると同時にかかる遺物の出土に依って 払田棚は、出羽の拓地又

は夷賊征服の為めに築造したものであったことを証するに足るのである。関西月は如何なる年

叩属するものであるか、古史に依って見ると、本棚陛.の南に位する雄勝城附近に於て、蝦夷

と抗争して居った天平宝字四年(紀元1420)に間四月があり。降って五十七年後の弘仁八年に

間四月がある。勿論その後斉衡二年、貞観十六年にもあるが、恐らく奈良車月末か平安初期を降

らざるべく、随って柵の築造年代を推定する屈党の資料となるものである。

(中略)

ホイド井泉i祉の如き限定された場所から出土した一群の遺物は、之に近接せる長森の土中か

ら、新に発見された遺物と共に、本欄F止に直接関係を有するものと認めざるを得ないのである。』

「ホイド、井泉J は、昭和 5年の文部省による調査以前から、古代の遺物が出土することで知

られており、地元郷土史家藤井東ーが r払田柵』と題して次のように発表している。以下抜粋

である。

『この清水湧出の個所は、水面より三尺{立の深さの処で地盤になっているが、間関に方六尺

の井が設置されていることが発見された。井は杉村ーの二寸厚き、一尺rl屈の柾割りのもので、上

下に重ねて二尺の深さに設置したもののようであるが、東西のmuは、各中央部が臆食し

尺はど切れている。北はよく重づているが、東端-尺五寸位は腐朽していて、中央よりー尺西
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に寄った処に rlJ高三寸、深さ二寸五分の水の落口を切込んであり、更に此井の外ー尺二寸の処に、

同じ板を並行させて据えられてある。南の方丈けは完全に残っているが、重り面が四寸程食い

っている。各隅は、仮を上下各々五寸宛の切り込みを以て組合せてあり、組合せ目より外へ

各一尺宛の端を存しているようである。

収獲したものは布日瓦が土偶型の完全なる土器数個、破片無数、破片に文字のあるもの数値、

其内 伸、各一個、実;他箸等である。』

以前から る緩傾斜地の古代における使われ方と

その機能について問題視してきた。内郭北門から

埋れており、多くの建造物の存在が考えられる。また ょっ

上の政庁域の全貌がほぼ把握できた現在、内郭北門と政庁域間 -性格・機能を究明する

ことによって、より 払田柵の実態を解明する手がかりとすることができるのではないかと

えた。このような存歪品孝から

を選定した。

ら遺物の多いことで知られている「ホイド

「ホイド井泉」の現状は、荒廃していると言っても過言ではない。

?kを浅く、そして飲用できないものとしていたし、開墾による水田の拡張によって清水の規模

が年々小きくなっている。一方では「ホイド井泉」を訪れる人々によって貴重な遺物の発見が

後を絶たないのも事実である。不文の遺跡と呼ばれる払田棚にとって木簡・墨書土器などは重

要な文字資料である。これまでに「ホイド井泉Jから次のような木簡が発見されている。

第 1号木簡

表 コイ牛精取 間四月廿六日

第2号木簡

表飽海群隊長解

〔事力〕

〔帰ヵ)

六月十二日 隊長春日

第 3号木簡

表コ十火大根二石八斗八升

これらの木簡や墨書土器などが数多く発見されている「ホイド井泉」をこれ以 k放置してお

くことは、現況から判断して限界と考えられるため、長森丘陵北麓調査の起点として「ホイド

から着手することにした。

10月12日に 設置を行い、 18日には遺り を京i冬了した。 19日カユ
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ら調査区南側より表土剥ぎを開始した。 23日に第 1・2層からこi二師器片・須恵器片に混じって

縄文土器が一括して出土した。南側斜面からの土砂の流入が認められるため 38ラインにサブ

トレンチを設定して基本層位の記握に努める。 KC35・36内にてSX 551・552・553を検出

する。「ホイド井泉」 はSE 550と呼称することに決め、清水内の汚泥を取り除く作業を行い、

多量の土師器片・須恵器片・木製品を取り上げた。 26日に第 3層中からこi二師器杯完形品及ぴ復

原可能な数値!体分がKD35~37から集中して出土した。第 3 層は古代遺物包含層て\完形品を

含む多くの遺物を取り上げた。 29日、第 3層下において火山灰を検出した。厚き約O.5 ~ 1 cm 

で調査区の北西隅部分を覆っているため、火 を第 4層として遺物の取扱いを区別した。

30日、 SE 550周辺にコブシ大の喋・が集中して検出された。 11月4自に おいて S

X 554・555・556を検出した。 6日、 KE37より墨痕鮮やかな

は「絵馬 i出土地点から 2mほど東の SE 550内北側板付近から

の遺構の図面作成を終了し、 12月 1Bから

影を終了し、 6日テント・器材等を撤収・収蔵して調査を完了した。

が出土した。 16日に

した。 30日に全て

を行う。 4日

この間に宮城学院女子大学助教授 工藤雅樹氏(10月15日)、奈良女子大学助教授

(10月19日)、文化庁文化財

宮城県多賀城跡調査研究所 白 (10月26日)、

10日)が来跡され、現地指導をいただいた。

牛JI!喜幸氏(10月23B )、

小林達雄氏(11月

また、 SE 550は遺物の取り上げなど慎重な調査を必要とするため、現条件下での調査は不

可能で、あると判断し、来春再度調査を行うことにした。従って、本年度は SE 550内の撹乱層

を全て除去し、周囲の精査によって掘形プランを確認した段階で留めて、「絵馬J、木簡の出土

レベルで掘り下げ、を中止した。今次の調査概要は、本年度の中間報告であり、 SE 550 

を含めた詳細な調査概要は来年度年報で報告することにしたい。

第2節発見遺構 (第34-41図、図版28)

おいて、井泉跡 1・溝 1・その他12の計14遺構を発見した。調査区は南から北へ緩

い傾斜をもっ原野で、こと層観察によれば第 1 ・ 2 層は斜面上方からの流入土、第 3~5 層は流

入後に人為的に整地されたものである。第 6・7層は払回柵の終末期以後から近代以前の撹，吉し

である。第 8~11層は古代遺物包含層であるが、一部当時の流入土が含まれており縄文時代の

石銑などが数点出土している。第12・13層は古代遺物包含層で、多量の遺物が出土している。

と第14層間に火山灰堆積が認められるが、周囲の状況や堆積状態の観察によって

期と堆積時期に大差のない二次堆積と判断した。第14・15層は火山灰降下以前の古代遺物包

38 
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層である。第20 ・ 21層は古代における流入土と思われる。第16~20 ・ 23~25層は

で、層上国を古代における生活面と考えて差し支えないものであろう。前述14遺構のうち火山

灰堆積層下においてプランが確認された遺構は、溝トその他6の計7 る。 SE 550・

S X 561 ~ 563は来年度に打つ よって詳細を したい。以下遺構の説明を行う。

)掲色 R%) 2 禍色 U7.5YR)t5! 3 鎚色!日 H~S) .¥褐色-1".(7.5Y R~f I 

5 稽褐色士 ()OYH.'l古 ti ~\終色1". 17.5Y R汚 司褐色 iゴ SYR~\ 8 ;.~~槌色 R%ì

9 ufi補色L(7.5YH対 )0 惚色 H!泊 11 褐色い101R九 12 盟褐色 Lil{IYn~}.~j 

13 ，音鴻色土(IOYH%) 14 褐色 Iゴ10)'R}i) 15 lls褐色村山YR}:ii 16 褐色LlIOY
)7 虫色オ (7.5Y R ~'Í) lH に J い貨短色1:(10'(k%l 19 r.k.黄褐色UIOYR対 20 成機色H7.5YR>:;I 

21 明;Jf'褐色村 5Y R%I !.¥¥織色 U7.5YR?~'I 2J BJj褐色士17日YRXI・褐色1:!7.SYR%I 

2.1 明褐色1:I7.5YR%;・栂色 1:!75Y R%J" 奇褐色L(IOY H3i) 25 iI百褐色:1:(luY R)'ii 26 褐色 i:!lOY R7s1 

第訪問 38ライン西壁土藤間@摸式国

5 E 550井議跡 (第36図図版28)

fl37B日m一一一-N 

表土(流入土)

流入後主主地された層

払問機Uf~j[i: 1U}.
前のJ党首L

酬m畑古代制包滞
感~火111FÆ降下以前古
代i立物包含層

K E36内にて検出した古代の井泉跡である。通称「ホイド と呼称されており、現在も

なお湧水しているものである。約 2X2mの方形プランで、南側板(長さ 1.9m、幅24cm、

さ3cm) と北側板(長さ 1m、幅24cm、厚さ 3cm) している。 掘形プランは、現

状で東西 5.4m、南北3.7m (掘形フaラン北側未確認)で、その内1~U の東西 4.3 m、南北3.7

mの範囲に土器及び、木製品が多量に含まれている。 SE 550底面は小破が宮、に敷かれ、内壁は

礁で固めである。周辺はコブシ大の離が密接して検出された(S X 563 )。掘形プラン内におい

て重立した 3本の角材を検出したが、井戸の隅柱とは考えにくい。何故なら北側板に残ってい

る切り込みから井戸全体の構造を推祭すると、側板の間隅に切込みを作って組み合せていく「校

- 40-
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1t6 ) 

.u造」と思われ、この 「校倉造」梅i主のものには隅住が不要とされているためである。また、

S E 550南京都に未検出の角材があるとすれば 4本の角材は束白3.3m (11尺)x南北 2.5

m (約8尺)の配置となり、 ff戸の上を覆う施設の性であった可能性もある。南・北側松の下

に木片が数点あるのを確認していることから、 SE 550の井筒は 「鋸付け式J工法を用いたも

のではないかと推察される。

5 0 558溝跡 (第41図)

S E 550を囲むよ うにして検出された講跡である.延長約8.8m、幅25-5Ocm、深さ 5-17 

cmで、内Ij'flされた地山の下場沿いにl有に張り出す弧を拍きながら東西に走っている。覆土は略

褐色土である。SE 550に雨水が流入するのを防ぐための講ではないかと推測され、当時はも

っと深いものであったと忠われる。SX 557・559に切られている。

5 X 551 

調査区南壁際に位置する不定形遣嫌である。全体プランは把握できないが、現状で東西1.15

m、南北1.51m、深さ20cmて・ある。第1層は、黒褐色土で炭化物をわずかに含んでいる。第 2
・

3 層は、黒褐色土と明~褐色土のi昆合土である 。
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S X 552 

S X 551の北西に位置する円形遺構である。径約65cm、深さ 6cmで、覆土は黒褐色土中に炭

化物をわずかに含んでいる。

S X 553 

S X 552の西に位置する不定形遺構である。東西33cm、南北1.46m、深さ12cmて¥覆土は碕

褐色土中に炭化物をわずかに含む。

(第37図)

調査区南東隅において検出した不

第 5層上面に火山灰が堆積している。

S X 555 

定形遺構である。全体プランは把握

できないが、現状で東西1.35m、南

S X 555と接しているが、新!日関係

北1.52m、深き54cmである。覆土中、

底聞は赤褐色で固くしまっている。

(第38図)

は不明である。

S X 554 

S X 554の北に位置する不定形遣

5 X 554実測菌第37図構である。全体プランが把握できな

白

l
l
-
-
Eロ
門
田
門
エ

いが、土層断面の観察によれば重複

しかし平面観察

では一線で区別することは不可能なた

遺構の可能性がある。

め、一遺構として取扱うことにした。

現状で東西 2.9m、南北2.04m、深さ

A-一一30cmである。覆土中に火山灰堆積層を

S X 554・556と接して

いるが、新旧関係は不明である。

含んでいる。

A-一一

(第39図)

S X 555の北に位置する不定形遺構

さ12cmで、覆土中に小礁を多量に含ん

である。東西2.13m、南北 2.7m、深

S X 556 

5 X 555実測図議38図

42 

S X 555との新旧関係は不明でいる。

である。



S X 557 (第40['ill)

S D 558西端に し、火

第6章第49次発掘調査

された不定形遺構である。東西

した。 SD 558を♂切1.85111、南北3.15m、深さ21cmで、 より内

おいてプラン

っている。

S X 559 (第41図)

S X 560 し、火

形プランを呈し、中央に径25cm、深さ23cmのピッ

トがある。 第 l層 ピット内

第39図 S X 556実潰y図

十幻
十KE

一℃二二〉ー

ι~ー¥一一一〆

おいてプラン確認された遺構で、 50X50cmの方

第何回 S X 557実測閤

一一て二コ一一
ートI<E

"'~ ..-/'グ什

(( SX56ソI

一『ミg一一

~ー

~~吉一
十1<0

第41図 S 0558 • S X559・560・561実測図
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は極暗褐色土と黒褐色土である。 SD 558を切っているが、 SX 560に切られている。

S X 560 (第41図)

S X 559の北西に位置し、火山灰堆積層下においてプラン確認された不定形遺構である。

四1.22m 、南北75cm 、深さ 12cmで、覆土はに v~-:~い黄櫨色土と暗褐色土中に小礁を含むものであ

る。

S X 561 (第41国)

S X 556の北に位置する1.4 XO. 35 mの不定形遺構である。 深さは17cmて¥

である。 SX 562と連係して、 SD 558に結びついていたものと推測される。この場合SD558 

は2時期と考えられ、現在検出しであるものが古く、 SX 561・562と連係する方が新しいと

思われる。

S X 562 

S X 561の北東に位置し、 SX 561 の延長上に20~30cm大の礁が、 30~50cml揺で 2 列に

されている遺構である。 SD 558・SX 561と連係して、 SE 550に雨水の流入を防ぐための

溝であったと推察される。 礁は、講の壁の補強材であったと考えられる。

S X 563 

S E 550の周囲に密接して検出された瞭群である。その範囲は、 SE 550を中心として東西

約 9m、南北約 6111である。礁の大きさは 5~30cm とぱらつきがあり、礁の出土状態の観察を

も加えて推察すれば、礁を敷きつめて平坦面を造ろうとしたとは考えにくく、むしろ SE 550 

を設ける際に掘り出した地山の岩石を井筒構築後に周囲に埋め戻して裏込石とし、渇水期に
備

えたものと思われる。これは礎群の大半が長森丘陵地山の芯質(硬質頁岩)と同質のもので
あ

り、 SE 550底部において池山の岩石が露出していることからも裏付けられるものである。

3節 出土遺物 (第42-45図、図版29-33)

は、土師器・ -縄文土器・瓦・ -木製品がある。 以下遺構

内・遺構外出土遺物の説明を行う。

1 遺構内出土遺物 (第42・43図、図版29-32)

S E 550井泉跡 (第42・43図、図版29-32)

S E 550掘形内や撹乱された汚泥の中から多量の土師器・須恵器・木製品が出土した。

5寛恵器 42・43共にロクロ成形の杯で、底部切り離しは回転へラ切りである。二次調繋は認

められないが、重ね焼きによる色調の変化が見られる。 42は口径13.1cm、底径8cm、器高 3.2

~ 3.8 cmて 43は口径13cm、底径7.8cm、 4.1 cmて。ある。

44 -
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木簡 (図版29・30) S E 550北側板近くから出土した長さ17cm、幅 3.2cm、厚さ 6mmの木

簡で、柾自板短冊型である。 1二部欠損、現存部中央で折損寸前である。

山口;j町
二元日百/〔之カ〕

己口口

給馬 (第43図、図版29・31) S E 550の掘形内から出土した長さ15.1cm、111話2.3cm、摩さ

3 mmの木札で、表・裏共に墨痕鮮明な絵が捕かれている。観察によって上端と右側端は確認し

ており、下部及び左側部は欠損している。中央部は折損寸前で、表面は剥離折損している。描

かれている絵の詳細は不明であるが、観察の結果次のように推測される。表面は、笠をかぶり

衣をまとった人物が姿勢を正しく乗馬している絵であろう。人物は後半身、馬は腕部~

尾・後足が明確で、ある。馬には、鞍や尻繋・杏葉もしくは馬鈴らしきものも認められる。

は、中央から上下に運筆が分れており、

なのかは不明である。

に2本の弧が描かれているが、何を意味するもの

S X 557 (第42図、図版32)

火山灰堆積層下においてプラン確認された遺構の覆土中より出土した。

土師器 44はロクロ成形の内黒土師器の杯て¥底部切り離しは二次調整のため不明瞭で、ある

が回転糸切りであろう。体外閣下部は回転へラケズリ後にへラナデ、同上部は横位へラナデ調

整が施されている。体内面は横位のへラミ力引キが施されているが、内底面のへラミ力、、キの方向

-単位は磨滅のため不明である。法量は口径14.4cm、底径8.2cm、 6.8 cmである。

2 遺構外出土遺物 (第44・45図、図版32・33)

遺構外出土の遺物は、第 1~4 層の層序ごとに取り上げた。南北38ライン基本層位における

第1~ 2層を遺物取り上げの際の第 l層とし、同じく第 3~ 5層を第 2層、第 8~10 ・ 12 ・ 13

.22層を含む)層を第 3層、第14・15層を第4層として取り扱ったの第 1層は流入

土、第 2層は流入後整地さオした層、第 3層は古代遺物包含層(一部古代における流入土を含む)、

第4層は火山灰降下以 である。第 1・2層からは土師器・ j昆って

縄文土器(縄文前期)も出土している。第 3・4層からは したが、場所によ

つては第 3・4層の区別jが閤難な場合もあり、一部層序的に取り違えた遺物もあるかもしれな

い。 以下遺物の説明を行う。

土師器 45~57はロクロ成形の杯で、底部切り離しは右自転糸切りである。出土層位で区分
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第43図絵馬実測図

47 

第6章第49次発掘調査

出えま也J点 56・59-61 第III層

57・58 第IV層

第44図出土遺物②

61 
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すれば、 46が第 2 層出土、45 ・ 47~52 ・ 55 ・ 56が第 3 J替 53・54・57が第 4層 る。

50は口径13cm、底径 5.4cm、器高 4.8 ~ 5.1 cmで、体外国に茶掲色の残j宰が付着している。 47

は口径12.9cm、底径 5cm、器高 3.4~ 4.2 cmで、体内面に漆が付着している。土器と ?m~膜の間

にあった種子を12月15日シャーレに移して観察を続けたところ、 1月8日に発芽した。現在も

である。 58~60はロクロ成形の皿で、底部切り離しは右回転糸切りである。

{立は59・60が第 3層、 58が第 4層出土である。

陶硯 61は型作りの形象硯である。底面を除いてへラケズリ調整を施し、その後側面を除い

てヘラナテ、、を施している。出土層位は第 3層である。

その他 62・63は菊花状痕のある土師器底部破片である。

62はロクロ成形て¥底部を右回転糸切りで切り離した後に、

外底面の粘土を右回りに内から外へ箆状工具でつまみ上げる

ようにして高台を作ったもので、作業痕跡が菊花状になった

ものである。 63は高台を付ける段階で底面に粘土紐を高台内

側に貼付し、外底面の粘土を左回りに内から外へ箆状工具で

高台に押しつけるようにしたもので、作業痕跡が菊花状にな

っているものである。

第4節小結

S E 550は湧水を利用した井泉であったと推察され、設置

の際には湧水周辺を平坦地をするための削平を行ったと思わ

. ~.が手間乙且」

月芯山市¥
崎:r~~..r.ÿ~~~~

出土地点 62・63 第VI層

1im  

62 

れる。 SE 550には渇水期に備えて裏込石を使用し、井泉の 第45図出土遺物③

周囲には雨水の流入れを防ぐ溝を掘るなど、周到に計画された井泉作りであったと思われる。

昭和 5年に発掘調査をした上回三平、藤井東ーの記録によれは¥井泉の四方に側板が残って

いて、 iWJ板細部の記録内容に「校倉造」の特徴が窺える。今自の調査によってSE 550は現存

する側板2枚のうち、北側板商端に残る切り込みから判断して、前述の「校倉造」と呼称され

る構造であったと推察してよいであろう。山本博氏の F井戸の研究』によれば「校倉造」の手

法が一般に普及するのは、東大寺の開眼式が行われた天平勝宝4年(752)以後とされている。

S E 550設置時期が、出土遺物及び火山灰との関係から払田1冊の創建期にj5:いものと居、われる。

また SE 550の規模は約 2X2mであるが、これは平城宮跡など官街の井戸と向規模であり、

の規模(約50X50cm~約90X 90cm) よりはるかに大きいものである。 SE 550井泉

の大きさから見た場合、払回柵が官街であることの裏付け資料となるであろう。 SE 550 北側

48 



しか現存しないが、

第6章第49次発掘調査

一一、藤井東ーの記録によれば、 i~1j板に水の落し口が切り込

まれてあったとされている。この記録から SE 550は湧水を利用した井泉であったと思われる。

出土遺物は、大きく 4層に分けて取り上げ、た。遺物は、層序ごとに一つのまとまりをつかめ

そうである。火山灰の降下年代はまだ不明であるが、火山灰堆積}嘗下の第4層出土遺物は、

との編年作業を行ううえでの貴重な資料となるであろう。来年度の補足調査による出

物をも含めて充分検討してみたい。

S E 550に伴うと思われる SD 558や SE 550掘形・ SX 563は、全て火山灰堆積層下にお

いて検出されたので、 SE 550設置時期は火山灰降下以前であろう。

本年度の調査は SE 550未精査部分を残しているため、本概要は中間報告となった。来年度

資料を追加して報告したい。

設 1 藤井東ーが『秋田考古全会誌、』第 2巻4号(払回欄祉号)中の「払回棚」で提言している。

註 2 上回三平 1938: r払田概枇J 史蹟精査報告 第3 (昭和13年)

註 3 藤井東一 1930: r払回櫛J 秋田考古会会誌第 2巻第4号 (昭和5年)

註4 平川 南 1979: r東北地方出土の木簡について」 木簡研究創刊号 (昭和54年)

註 5 本資料を「絵馬」としたが、 「絵馬」とすべきか否か議論の余地がある。また「絵馬」の理

解についても疑問を残している。これらに関係する資料について研究者の御教示を賜りたい。

註 6 山本博 1970: r井戸の研究J (昭和45年)

註 7 豆科ヌスピスハギ (Desmodium)属ヌスビトハギ種かヤブハギ種であろう。

- 49-



第50次発掘調査第

(第46図、自版34)調査経過第 1節

3 月 3 日付{~I北告官t{団体{ill北町あて、

18番地池田ミサ氏より君[j{Ll!北町払田

された。

て、昭和57年 4月5

成のための現状変更許可申

し文化庁から申れに

発て「4グ)214 日付¥

などの条件を付ーして掘調査の終了後とすること

このためった。

679 m'のうち 142として申

第50次発搬調査地形関

十日T十

第46凶

OT十

m'を発掘した。

T27から基準点の移動を開始すると11月24日、

ともに、調査区東側にAトレンチ、西側にBトレ

した。ンチとし、 I幅2m、長き35.5mの 2本を

十 8日しない。耕作土を除去した風雪が強〈

入
ト
レ
シ
チ

ところ、第40次発掘調査で検出した SL 401水路

十日出

日
ト
レ
、
/
ノ
ナ

跡と SL 402 ?可道跡がのびていることが観察でき

OK 

十日H

L十日E

OKト

図を作成し、 11日調

(第47~49関)発見遺構

査を終了した。

た。 12月6日

第2節

調査区の北東隅からSし478;可道跡

へ斜めに通過している河道跡である。?可道の東西

である。 j可幅は約5.5~肩は地山(青灰色粘質土)

まで48~55cmであった。8.0 m、屑から
十四十十日日十

は北東から南東方向へ走っていることがわかった。

第50次発掘調査実測図第47図

A.Bトレンチの南端にあり、

ハU
F
h
d
 

Sし479水路跡

東西に走る7K路跡て、ある。水路の北肩は地山
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第48図 第50次発掘調査遺構配置図

第49図 8トレンチ西壁土層図

灰色粘質土)である。 SL479とは北側から水路(65cm)、畦畔(70cm)、水田の痕跡であろう。

第3節出土遺物

S L 479水路内から、近代の陶器2片が出土したのみである。

第4節小結

1. S L 478河道跡は、長森・真山間から南流する 1本の河道で、第40次発掘調査で検出し

たSL 401河道跡と連続するものであろう。

2. S L 479 7}:路跡はj5:'代の陶器片がみられたことから、高梨村耕地整理事業以前の痕跡を

見なすことができるのでなかろうか。

- 51 



第8章第51次発掘調査

第 1節調査経過 (第50図)

第51次発J屈調査は、 {UJ北町。払 1 ~ 2・26の 1・39・40と{山北町払田 白木5

の 1~ 2・16・17・18の 1~ 2・19の 1~ 2・30の 1~ 2・70の 1~ 2・71の 1~ 2のうち約

110 m'を対象とした。当地域は内郭北門より直結にして束へ約 230mで第 9

側までと、同二iヒ門から角材列西端まで約 360m、延長約 590mである。本調査は、推定内郭線

角材亨IJの{立置と角材列重複の実態の把握を目的として実摘した n 発掘調査区は広範囲であるた

め便宜上東側より 51-1 ~51 -7の7地区(以下51を略す 第45図参照)に分けて呼称した。

なお、 2地区から内郭北門東側の 3地区までは今回土地所有者の発掘承諾を得られなかったの

で、ボーリング探査による確認調査のみとなった。また調査は 7地区から開始した。本調査を

開始するにあたり、土地所有者各位と話し合った結果、掘り下げの深さは耕作土の除去だけと

し、角材 ffJ点の確認と 7地区におけるわずかな地点の精査にとどまった。

7地区へ器材を搬入後T9から基準点を移動し、基準杭の埋設を行った。ボーリング捧によ

って角材列位置の検討をつけ、 A.B.Cトレンチの 3本を設定した。 Aでは角材一亨IJが検出で

きず、 B.Cでは暗渠と重複していた。このためA.B聞に Dトレンチを設け、さらに拡張す

ることにした。こ S A 466とSA 467の掘形を検出したが西端は SL 468に切られて

いた。 SA 466とSA 467の西端はほぼ、同一地点とみなすことができたが、延長線上は水路の

なかに含まれてしまった。 SA 466とSA 467に、 b . C • dのサブトレンチを入れ土層

したところ、角材痕跡が 2本ずつ入っていた事-実は貴重な発見であった。

11月8日から、 1・3~ 6地区間の恭準点の移動と基準杭の埋設を行った。前述したような

ら2 ・3地区間はボーリング俸による探査を行ったっ 17日内郭北門跡の北西!偶柱からの

びる角材列を追跡したが、日音渠などによって切られていることと深く帰れないことなどが重な

って充分につかみきれなかったハ 18日から各トレンチの土麿図作成・写真撮影を始めた。 29日

から平根iNiJ量を開始し、 12月8Bには実測作業を終えた。 12月9日器材を搬出し、本調査を終

了した。

第2節発見遺構 (第51-54図、図版35-38)

本調査では 1~ 7地区間に16カ所のトレンチを し、 13カ 材、角材の掘形、抜き取

52 
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ることができた。 1-6地区間は発掘範囲も狭く、深さも15-30cmし

も ーとどまらざるをf尋なかった。 71也区では

を行うことができた。

らA.Bトレンチとした o Aでは る角材 1本と、 Bでは拙形の一

を認めたが、壊されていた。

2 2地区 ボー I}ン よる の
ナ
~つ

一丁
ノ♂々

i

争
ザ
」

3 3地区 内郭北門から東側はボー I}ン トλc:r、 1口， を行い、西側には 3本のト

これは第 2

レンチを入れた。東側からA ・B.Cトレンチとした。 Aでは角材一列とその掘形を検出した。

S 02にj皇なるものである。 B ま〉 し、ボーリン

ではもうー亨IJありそうである。 cでは角材一亨Ijを確認した ο

4 4地区 東から A.Bトレンチとした。 A.Bともに 2~:3亨IJ の角材事IJ と J屈形を検出

5 5地区

関係は不明であるの

4から 5地区にかけて用水跡が走り、角材が密接して している。

したが切り

6 6地区 東からA ・B.Cトレンチとした。 Aでは角材一列、 Bでは角材に伴なう

7 7 地~ 当初西からA ・B. Cトレンチを

あ1)、地山を削った底面から

十-I~ffiJ詳杯が出土した。 B . C 

では角材 3亨iJが重注、さらに

よづて切られていたた

木、 Cでは角材二列

め、切り 関係をつかめな

かった。このため、 A.B間

にDトレンチを追加したの D

では SA 466とSA 467の 2

本の溝が平行して走り、内享Ij

村明!の西端と思われたの

-_ 
(" 、、 し、平田調査と

なった。

S A 466 A .邑角本才列

S A 466.J:屈形は上回幅 0.8

-1.0 m、底部幅70-80cmで

ある。 SA 466掠形のなかに

した。いずれも り合い関係をつかむことはできなかった。

した。 Aでは南北に走る SX 465溝が

i 黒渇色土(lOYR%) 6 黒褐色土(lOYR巧)

Z 然尚色j二(2.5Y ~三 7 )火オ I} フ ~(Íj"ペ Y

オ 1)ーブ偽色紗 y お オ 1)ーフ溺色11少 y

，J o¥lA褐色土(2，5Y%) 9 オ 1)一つ褐色砂(2.51'%)

5 )必ォ I} つ色u:h Y 10 ォiJ 品色(Jjl(2，:iY勾t

第53関 7 地~D.b サブトレンチ東壁土謹函

11音オリーブ色砂(5Y%) 6 オリーブ褐色砂(2.5Y%)

3 オリーフ褐色砂(2.5Y対 7 ，'1，1，褐色土(2.5Y %i 
4 .;IA燭色:t.(lOYR;J.-{) 

第54関 7地区0・dサブトレンチ東壁土層図
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A.B2亨IJの角材をみとめた。充分な精査ではないが、 A事IJとB91Jのそれぞれの角材間隔はほ

といえるが、 A.B事IJ間の間!蒋が比較的大きいように思えた。 A . B91JI習!;誌は Cサブト

レンチではお]lOcm， dサブトレンチでは約25cmである。 SA466A . B角材亨Ijは西端でSL468 

に切られていたの

S A 467角材列 S A 467 の掘形は上面!隔60~95cm、底面l福50~70cmである。 S A 467掘

形のなかにA. B 29!Jの角材をみとめた。角材の抜き穴痕跡の観察から、 A亨IJとB列のそれぞ

れの角材間隔はほぼ、密接といえるが、 A.B列問の間隔が大きいように思う。 A.B列間関は

bサブトレンチでは約15cm、dサブトレンチて.、は25cmである。 SA 467 A . B角材列は西端で

S L 468に切られていた。

さし 468i可遺跡 S L 468はSA 466・SA 467を切っているかJ道跡である。 この地点は

現況水路の屈折する場所であり、現在でも大雨の際には水田を削っている。

3節 出土漬物 (第55図、図版35-38)

出土遺物は、土師器が24J十・須恵器11片・縄文土器3片の総計38片であり、復原実

現1Iできたのは図示した 2点である。 64は7地区A トレンチの第 4層上面より出土したもので、

65は3地区Aトレンチ北東隣の第 2層中より出土したものである。

ーら一

64は杯の完形品である n 底面切り離しは、

内外面ともににぶし

るれ底面切り離し

!上完成は良好で‘ある。

づ 日ム
9 0 IJ口

胎土i土砂粒・自

る。 651土杯で半分近く

内外面ともににぶ

本調査の過程では、推定内郭稜角 と角材亨IJ

を置いたの

ヰ

どのようになっているのかなどに

しかしなカfら、 られず、

の地区や水田下の暗渠施設を壊さなポー i)ン

いこと探掘りを禁止したなどの制約から、充分会

容れまならなかったが、一応本一調査の自的を達成したと

思う。昭和 5年、「内相七を調査した上回三平の記録を記

しておぐ。『外rHfrの角材がであるに比して極めて複雑

64 51 ~ 7 A 

fiCi 51-3 A 

第55図出土土器

に
じ
に
d



第8章第51次発掘調査

に大抵四列になって居る。(三列と見倣さるる処もあるが)四手IJは略接近して居るが二列づっ一

組となって居たらしく二列と二列の間は大抵ー尺以上の間隔はある。(中略)内側の二手iJ先ず

建立され、或る時間を経て更に外側に沿えて前の柵とIs各等しき位霞に建設したものと思われる。』

上回報告と本調査結果とを比してみたい。 7地区の平面および土層観察では内郭線が2時

期(S A 466とSA 467 )であり、それぞれ 2本づっ併立していたことを決定した。第 9;}¥:発

掘調査において、内郭級角リの東端を調査した時点で、今次調査結果と同様な見解を予想、し

ていたので、これらを裏づけたことになる。 SA 466溝と SA 467溝の間隔は掲形の屑で25-

60cmである。場所によっては SA 466溝と SA 467溝とが重複するところもある。おそらく S

A 466が存在していた時期、あるいは角材が朽ちてしまった場所に SA 467を建てたものであ

ろう。上回報告も同様な結論となっているが、異なる点は、北側二亨iJが古く、南側二列の時期

が新しいということであり、第 2次・第 9次発掘調査結果からも推察できることである。

もう一つ検討しなければならないことがある。上回報告でも指摘していることであるが、内

郭北門と角材列は単列(一列の角材列)しか連続していないことである。第 2次発掘調査にお

いて内郭北門(全2期)に接する角材ーは、各期一列であった。それではどの地点からこ列にな

るのか、この課題を解決したかったのであるが、土地所有者の了解が得られず、調査範囲を拡

張することができなかった。第 9次発掘調査では、 SA83とSF75、SA82AとSD77と接し

ていた。このような事例と併せ考えてみると、各期二列のうち、 A列(北側)の角材が建物や

築地と接し、 B列(南側)の角材は途中で止まってしまうようである。第 9次発掘調査では、

A亨IJの角材は大きく深くしっかりとi埋設されていたが、 B亨IJの角材は比較的浅い様相であった。

本調査においては、この部分の精査が充分で、なかったが、ほぽ向様な実態だったと J思う。また

7地区における SA 466のA列と B列の間隔は10-25cm、SA 467のA)IIJとお列の間隔は15-

25cmであるが、各時j角材の列間は密接していると言ってもよい。以上のような内郭線角材列と

外郭線角材事iJを比較してみる。外郭線角材列は 1時期単一列であった。どっして内郭総角材は

二列であったのか明解で、ないが、 B列の角材ーはA列の角材より低く、 A}IJの補強材の性格を強

くもっていたのであろうか。

今回の調査では内郭線角材の商端をおさえ、その先にある水路の中と周辺の分布調査をおこ

なったが、角材・築地土塀らしい痕跡はなかった。本年度第46次発掘調査において、角材手IJの

西端から南約65mの地点でSD 471溝.S D 473溝を検出した。この 2条のj葬は古代の仕事の

ようであり、長森丘陵から直角に真西方向をきしていた。このようなことから、当地域周辺の

古代を想像すれば¥内郭線角材列は、現況水路の中を南に約65mほど走り、内郭西門跡に接し

ている可能性が大きいのではないかと思う。
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第 9章第52次発掘調査

第 1節調査経過 (第56図、図版39)

管理団体仙北町あてに、昭和57年 3月26日付で

仙北郡f山北町払田字森崎 145番地後藤多市氏より

ための現状変更許可申請書が提出され

た。申請書は秋田県教育委員会を経由して、

57年 4月19日付秋教文収第 5号にて文化庁へ進達

された。

これに対し、文化庁から てに、委保第

4の371号にて「申請地は地下遺構の存在が予測

されるため、事前に発掘調査を行い、その結果を

待って処理するのが適当であるサとの通知があっ

。
た

当事務所では「第52次発掘調査」と

して、車庫新築予定地 (24m2) 内に幅

1 mのT字トレンチを

発掘調査した。

して 9m2を

第2節発毘遺構

(第57・58図)

調査区全体が近代の盛土整地層で、

第 1 層が木の根による撹乱、第 2~8

層までが砂喫等を多量に含む近代の盛

土、第 9~ 1l膚が瀬戸物片を多量に含

む近代の用水路跡、第12~14層が現代

の水道管理設時の摘形で、古代の遺物

包含層及ぴ古代の遺構は検出されなか

V 

った。

口。
戸

h
u

第56国第52次発掘調査地形鴎

1 
第57図第52次発掘調査実測図
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第58図北壁・東壁土層呂

第3節出土遺物

南北に設定したトレンチ内より土師器小破片 2点が出土した。

第4節小結

土層観察によれば、近代盛土整地事業が大きく分けて 3回ほど行われていることが確認でき

る。盛土整地事業の際に作業の手が地山にまで及んでおり、古代遺物包含層及び古代遺構は検

出されなかった。地山面においては近代用水路跡・杭跡などが確認されただけである。
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第10章調査成果の普及と関連活動

現地説明会の開催

昭和57年 8月28日

ついて一一…………・…咽・・ー…・…・船木義勝・

2 

月 日 1-r 

5 28 史

5 21 史跡見学

6 _ 1 研修会

6 _ 1 研修会

6 4 現地見宇

6 _ 8 研修会

6 _ 8 研修会

9 史

6 _ 10 史跡見学

6 _ 13 研修会

6 _ 18 

6 _ 19 

6 _ 25 

7 _ 9 研修会

7. 11 I考古学講座 /っし i づ~.è_ ..，二仁月十 7
歴史協議会大曲仙北支部るfニダ)~こ

7. 13 I野外観察研修会 払田tHl}跡の概要 船木義勝 大出・{山北教職員研究会

7. 21 I研修会 払回柵跡の概要 船木義勝 大曲市立角関川小学校教職員

7. 24 I研修会 在、田柵跡の概要 山崎文幸 {山北町農近ゼミナーノレ

7. 28 I研修会 在、田柵跡の概要 船木義勝 横手高校考古学クラブ

7. 31 I野外観察研修会 払田1'1冊跡の概要 船木義勝 仙北町史談会・千畑村文化財保存会

8. 4 I文化財めぐり 払田柵跡の概要 船木義勝 秋田県教職員互助会
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月 E! I 行 の名称|主 事|協力

8. 22 I文学散歩

8. 24 I史跡見学

8. 26 I研修会

9 _ 14 

9 _ 16 払田NIl}腕;の概要

9 21 在、田村IIt跡の概要

9 _ 21 

9 _ 22 

9 22 研修会

10_ 6 研修会

10_ 7 

在、田i:llfr跡の概要 船木義勝

払田村Il}跡の概要 船木義勝

10， 15 I研修会 |払田相lt跡の概要 船木義勝

10. 17 I研修会 |払出十ITIH亦の概要 山崎文幸

10. 21 I研修会 i在、田tlllt跡の概要

11. 28 I考古学セミナ I古代 1 払田柵

3 顧問会議の開催

第16回 7月27日

昭和58年 3月9E! 
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図版27 第48次舟鍋鯛董
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図版35 割高51次発掘調査
1 7地区o(西惨東] 2 7地区o(東砂酉}



図廠36
.51次ft・聞董
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図版37
第51次発鍋随筆
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図版38
11151次発鑑関董
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図版39
M52次発錨鏑，.
1 関蓋区全長
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払田柵跡調査事務所要項

i 組織規定

秋田県教育委員会行政組織規則

第6条(

位置

仙北部仙北町

第 7条 文化課の所掌事務は、次のとおりとする。

8 在、田flll}跡調査事務所に関すること。

第8条第 2項払回 、次のとおりとする。

1 史跡払田柵跡の発掘およびこれに伴う の調査研究に関すること。

2 職員
(昭和58宰3月現在)

職 氏 名 {庸

所 長 十J~ 忠良日 本務文化課長

日券 本務埋蔵文化財センタ 兼務文化課

司 本務埋蔵文化財センタ

本務文化課

{山北町総務課主事補

調査補佐員 沢光男

3 顧問

在、田柵跡調査事務所の発掘・調査研究を適正に実施するため、顧問を委嘱した。

顧問新野直吉(秋出


